
Taketa Public Relations No.55

10
2009

龍護山　碧雲禅寺（城北町）



広報たけた 平成21年10月号 2

〝
音
楽
の
ま
ち
竹
田
〞
新
た
な
る
幕
開
け

　

８
月
30
日
、『
瀧
廉
太
郎
生
誕
１
３
０
年
記
念
〝
音
楽
の

ま
ち
竹
田
〞
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
、
ア
ル
テ
ヴ
ィ
ー
ヴ
ァ
コ
ン
サ
ー
ト
「
ナ
ト
ゥ

ー
ラ
〜
自
然
〜
」
が
竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
市
主
催
の
コ
ン
ク
ー
ル
出
身
者
が
「
繋
が
り
の
原
点
」

と
い
う
べ
き
、
文
化
会
館
の
舞
台
に
上
が
り
、
本
場
イ
タ

リ
ア
で
培
っ
た
オ
ペ
ラ
ア
リ
ア
で
聴
衆
を
魅
了
。
ま
た
、

一
流
の
芸
術
家
に
よ
る
総
合
芸
術
が
展
開
さ
れ
、
豊
か
な

環
境
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
、
自
然
と
芸
術

の
融
合
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

↑グランド・フィナーレでは、出演者全員とワークショップの参加者たちによる、　
　交響詩「わが祖国」より 合唱曲「モルダウの流れ」を演奏。

↑体験プログラム「眠りから覚めたヴァイオ
　リン」コンサートでは、瀧廉太郎生誕 130
　年を記念して、音楽姉妹都市長野県中野市
　から竹田市に寄贈されたヴァイオリンの音
　色が、約40年の時を超えて披露されました。
　この場面に立ち会えた事は、貴重な体験と
　して、記憶に刻まれることと思います。

歌劇「リゴレット」より
「悪魔め、鬼め !」を熱唱
する渡邉弘樹さん
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音
楽
の
ま
ち　

あ
い
す
る

　
　

は
ぐ
く
む　

つ
な
げ
る

　

夏
休
み
期
間
中
に
行
わ
れ
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
地
元
の
子
ど
も

た
ち
が
、
一
流
芸
術
家
と
交
流
を
も

ち
、公
演
当
日
は
成
果
発
表
と
し
て
、

同
じ
舞
台
に
立
つ
と
い
う
体
験
を
し

ま
し
た
。

　
『
バ
レ
エ
教
室
』（
講
師:

新
村
香

織
）
で
は
、
全
身
で
表
現
す
る
こ
と

や
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
る
こ
と
の
楽

し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
者
の
中

に
は
、
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
バ
レ
エ

の
レ
ッ
ス
ン
を
始
め
た
子
ど
も
も
い

ま
し
た
。

　
『
絵
画
教
室
』（
講
師:

秋
満
亘
）は
、

思
う
が
ま
ま
に
絵
を
描
く
こ
と
の
楽

し
さ
に
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
経
験
が
素
敵
な
思
い
出

と
な
り
、
豊
か
な
生
き
方
の
糧
と
な

っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

↑竹田高等学校合唱部は、渡邉弘樹さんが直接
　学校に出向いて指導。次々と繰り出される発
　声のテクニックとヒントに生徒たちは “声楽 ”
　の魅力に惹きつけられました。

←『絵画教室』の様子

↑『バレエ教室』の様子

・財団法人自治総合センターが実施する宝くじ助成事業で「瀧廉太郎生誕130年記念
　“音楽のまち竹田 ”活性化シンポジウム」が開かれました。

観客数（出演者、ワークショップ受講生ほか含む） 695 人

お客様の声を紹介します♪
・「バレエ」は初めて観ました。新村さんの表現
に感動しました。オペラの言葉は解らなかった
けど、感じて良かったです。 

根深　武実さん（43）（自営業・竹田市）
・いつまでも、いつまでも、聴いていたいと思
った。かつてなかった至福の時、贅沢な、豊か
な時間が過ぎていく。ありがとう、ありがとう。
また明日から、元気を出して生きていこう。
首藤紘一郎さん（65）（竹田南高校・竹田市）

・私はバイオリニストになるのが夢です。今日
のコンサートは、とてもすばらしかったです。
丸尾さんのようなバイオリニストになれたらう
れしいです。私は「大人になって、ここでバイ
オリンを弾く」ということが、新たな夢になり
ました。
吉野　広恵さん（12）（竹田小 6年・竹田市）

・オペラに初めてふれることができて、すばら
しいものだと思いました。（バレエのワークシ
ョップに参加した）わが子もひとつのものを創
りあげる喜びをみつけることができたと思いま
す。音楽の町に生まれてきて、幸せだと思える
日でした。

山田　裕美さん（35）（主婦・竹田市）
・新しい試みでとても楽しめました。子どもた
ちのワークショップの様子も VTR で流しても
らえるともっと良かったかも…。生の音はとて
も心地よく、久々に気持ち良かったです。

原田　友子さん（44）（会社員・竹田市）
・竹田には何かを生み出すすばらしいものがあ
る事を私も強く感じておりましたので、市民の
方々にも、自分の町をもっと知って欲しい。そ
して芸術文化を後世に伝えて欲しいです。 

田之上政枝さん（54）（主婦・鹿児島県）
ご来場ありがとうございました。

――――すべてはここから始まった。
今年も未来の音楽家が誕生する瞬間をぜひ見届けてください。

第63回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール
　瀧廉太郎記念音楽祭は瀧廉太郎を顕彰し昭和 22年に創
設されました。その後毎年開催されていますが、音楽祭
のメインとなる高等学校声楽コンクールを通じて、これ
まで数多くの音楽家が世界へと翔いています。
　当コンクール出身者、テノール歌手の土崎譲さんは 8
月 30日の基調講演のなかで次のように話していました。
　「高校生のためのコンクールというものが、僕にとって
は『進路選択』のひとつの指標でした。クラシックの歌
でもって、そのまま進学、プロの歌い手になる第一歩を
踏み出すというのは、非常にやはり勇気のいること。
　このコンクールは、その勇気を与えてくれた、そうい
う存在でした」
　竹田市民のみなさん、無限の可能性を秘めた、若き声
楽家たちをぜひ会場で応援してください。
　また、瀧廉太郎生誕 130 年を迎えた今年は、竹田市と
ドイツ・バードクロツインゲン市国際交流 20周年記念で
もあります。これを機に瀧廉太郎が留学したライプツィ
ヒ市との新たな交流の証しに、優勝者には「ライプツィ
ヒ市長賞」が贈られます。

昨年優勝の松原みなみさん（大阪府立夕陽丘高等学校・大阪府）

日　時　10月16日㈮ 18:30 ～　開会式、レセプション
　　　　10月17日㈯ 13:00 ～　予　選
　　　　10月18日㈰ 11:00 ～　本　選
場　所　竹田市文化会館大ホール　※入場無料
●お問い合せ　瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール
　事務局（竹田市文化会館）☎ 0974-63-2734
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コンクール出身者は、竹田という“土地”と
“世界的な芸術”を繋ぐ役目がある

　瀧廉太郎記念音楽祭の声楽コンクール出身
者が10年以上経ちまして、竹田市からお招
きをいただき、演奏をする機会をいただきま
した。やはりこうやって、せっかく竹田とい
う土地をひとつの原点として音楽の活動、そ
れから勉強をはじめていった立場としまして
は、ここに戻ってこれたということがすごく
嬉しく感じながら、今この場所におります。
　日本や世界各地で「音楽祭」が開かれてお
ります。やはりレベルの高いものを提供しよ
うとしますと、世界的に有名な芸術家や音楽
家を外から呼んでくるという形になります。
お客様もどうしても、外から竹田市にやって
くるということに。外からその場所にやって
くる形になりますと、どうしても『土地』と『イ
ベント』との関わりというものが、だんだん
と薄くなってしまいます。最初は市民の皆さ

んの気持ちでスタートしたものが、そうやっ
て外から世界的なアーティストを呼んだとし
ても、だんだんと『土地』と『イベント』と
の間に少しずつ隙間が生まれてしまいます。
　そこでやはり竹田市としましては、僕が個人
的に思いますのは、ぜひこの高校生のためのコ
ンクールの出身者を活用していただきたいとい
うことを皆様に申し上げたいと思います。
　日本国内外で問わず活躍をはじめている声
楽家がたくさんコンクールをもとに巣立って
おります。世界的なアーティストながら、こ
の竹田という土地に『縁』がある、竹田とい
う土地から巣立っていった僕たちをぜひ『土
地』と『イベント』との間に繋ぐ役目として
活用していただけたら、竹田という土地と世
界的な芸術というものが結びつくのではない
かと感じております。

音楽を通じて、
新しい魅力のあるまちを創っていく

　「瀧廉太郎生誕 130 年記念 “音楽のまち竹田 ”活性化シンポジウム」（竹田市・自治総合センター主催）
が 8月30日、竹田市文化会館で行われました。竹田の地で誕生した一流の声楽家と、そのネットワーク
を活かしたパネリストに登場してもらい “音楽のまち ”としての「魅力」と「誇り」を再認識し、音楽
のまちづくりとして、その幕開けとなる日になりました。
【パネリスト】 渡邉　弘樹（声楽家）  土崎　譲（声楽家）   新村　香織（バレエ）  本郷　真里（竹田市民）　田部　朋二（竹田市民）
　　　　　　首藤　勝次（竹田市長）
【コーディネーター】 平木　協夫

土
つち

崎
ざき

　　譲
じょう

佐伯市出身。第 48 回瀧廉太郎
記念音楽祭西部日本独唱コンク
ール優秀賞受賞。
東京芸術大学音楽学部声楽科
卒。同大学院修士課程オペラ研
究科修了。 第 17 回奏楽堂日本
歌曲コンクール第 1位、併せて
中田喜直賞受賞。第 76 回日本
音楽コンクール（オペラ）入選。
日本声楽アカデミー会員。テノ
ール歌手。

世界に発信できる
『芸術、音楽に結びついたまち・竹田』

　僕は毎年日本に帰って来るたびに、イタリ
アの歌手らを連れてきまして、その度に僕は
この竹田には必ず連れてくるようにしている
んです。そこで彼らが必ず言うのは、「すごく
ここはいい。この町はイタリアみたいだ」っ
て、よく言うんですよね。何がイタリアみた
いなんだって聞くと、川があって、緑がある。
深い碧のある山がある。彼らが普段生活して
いるイタリアで感じる何かを、ここでも感じ
ることができるといいます。ここを訪れた7、
8人のイタリア人たちがみんな同じことを言
ってましたので、町の中にきっと「何か」が
あるんだろうという気がします。
　今回のような『活性化シンポジウム』や『芸
術鑑賞コンサート』を一過性のものにするの

ではなく、続けていくことが大事で、また、
たくさんの人にそれを感じてもらうことも大
事だと思います。イタリアの地方でやってい
るような『市民参加型』っていうかたちにな
るんですけれども、実際に地元の小中学生、
高校生、一般の方々がみんなで一緒になって
作りあげていくことっていうのは、自己満足
で終わらせては、絶対にいけないと思うんで
す。そこの部分をきっちり考えながら、地域
の皆さんと一緒に会を開いていくことができ
れば、本当に竹田、いや大分、日本だけでは
なく、世界に発信できる『芸術、音楽に結び
ついたまち・竹田』ということを広く伝えて
いくことができるんじゃないかなと思います。

渡
わたなべ

邉　弘
ひろ

樹
き

大分市出身。第42回・第43回
瀧廉太郎記念音楽祭優秀賞受賞。
国立音楽大学音楽科声楽専攻を
首席で卒業、卒業時に矢田部賞
を受賞。読売新人演奏会出演。
国立音楽大学大学院を優秀な成
績で修了し、修了演奏会出演。
その後イタリアへ渡る。フィレ
ンツェ歌劇場専属歌手（バリト
ン）。
イタリアフィレンツェ在住。
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コーディネーター

平
ひら

木
き

　協
とも

夫
お

 
日本経済新聞社編集局 産業地域研究所 
主任研究員
元・日本経済新聞大分支局長（93年 9
月～96年 2月）。現在、専門情報誌「日
経グローカル」で地方分権改革、農業
問題、文化振興など地域活性化のさま
ざまなテーマに取り組み、取材・執筆
している。1972年（昭和47年）、早稲
田大学第一文学部（日本文学専攻）卒、
日本経済新聞社に入社。東京、大阪本
社ののち盛岡支局長、大分支局長、営
業推進本部地域戦略担当部長などを務
めた。東京生まれ・東京育ちの感覚と地
方での多くの見聞・交流によって得た感
覚とを併せ持ち、その記事は複眼的だが、
地方に対する熱い思いがにじむ。

首
しゅとう

藤　勝
かつ

次
じ

竹田市長

自分たちが住んでいる“まちのすばら
しさ”に気づくことが大事。
　まちづくりに大切なのは、自分たちが住
んでいるまちのすばらしさにどう気づくか、
ということです。気づきの世界が多ければ
多いほど、自分たちのまちに誇りが持てる
ということ。その誇りが持てる作業をどう
実践してみんなで共有をしていくかが、何
よりも大事であると私は思っています。
　瀧廉太郎先生が生まれて 130年であり
ますが、この音楽のまちとして、今なお先
生による“力”を授けてくれるというこ
とに感謝をしています。竹田に縁のある人
材が、年に1回、2年に1回でもいいから
ここに集って、音楽のまちづくりとしての
今日がひとつの幕開けになればいいなと思
っています。人の体にDNAがあると同じ
ように、私はまちにもDNAがあると思っ
てます。瀧廉太郎先生の名曲を生み出した、
音楽のDNA を私たちがどう受け継いで、
そして未来へ夢と期待を持って伝えて継い
でいくことは、今を生きる私たちの使命だ
と思います。

「音に合わせて踊ることは楽しい」と、
子どもたちが感じてくれたことが嬉しい。

新
しんむら

村　香
か

織
おり

大分市出身。4歳よりバレエ
を始める。福岡、アメリカを
経て 06 年イタリアに渡る。
近年はイタリアで数々の劇場
にてソリストを務める。現在、
Centro Danza e Movimento
所属。イタリアフィレンツェ
在住。今回、竹田市の小学生
を対象としたワークショップ
の講師として6回にわたって
指導。

　6回のワークショップを通して、一番嬉しかったこと
は、『音に合わせて踊ることは楽しいんだ』という感想を
18人の生徒のみなさんからいただいたことです。
　私がバレエを始めたのは4歳の頃。母の薦めでバレエ
教室の門をくぐりました。カゼで熱があっても、レッス
ンには休まずにきていたそうです。4歳の私は、バレエ
がとても好きだったのでしょう。それから20年以上続
けていますが、一度もを辞めたいと思ったことはないで
すね。きっかけは何にしろ、踊ることは楽しいと私は感
じて、これまで続けてこれたわけです。ジャンルにはか
かわらず、ヒップホップや新体操だったり、竹田の生徒
さんたちにとって、その『きっかけ』として感じてもら
えたのかなと思っています。
　今回のように、芸術舞台をみんなで創ることを続けて
いくことで、“音楽のまち竹田”がもっと世界的なま
ちになることを期待しています。

みんなで竹田の良さに気づいて、
　後世に伝えていくこと。
　自分が音楽を好きだったというより、竹
田には、もっと他の要素があると最近気づ
きました。それは、「すばらしい音楽を気づ
かせてくれる何か」。音楽をやってみたいと
いう思いを課せられたようなものがあった
のです。
　ここに住む私たちは、いろんな竹田の良
さというものをみんなでもっと気づいてい
かなくてはいけない。そして、後世に伝え
ていくこと。若い人が住みたくなるような
町にしていくことが大事だと思います。

感性の豊かな子どもたちが育つまちに。
　音楽は楽しいという気持ちを大切にしな
がら、近所の子どもたちにピアノを教えて
います。ただ、大分市のように簡単にバス
に乗って演奏会に行けるような環境ではな
いので、なかなか生の音楽に触れる機会は
少ないかもしれません。今後もこういうコ
ンサートが開催された時はぜひ足を運んで
いただきたいと思います。
　心の貯金をたくさんして、感性の豊かな
子どもたちが育つまちになるといいなあと
思います。

田
たなべ

部　 朋
とも

二
じ

 
竹田南部中学校校長。瀧廉
太郎記念全日本高等学校声
楽コンクール企画委員長。
瀧廉太郎会会長。竹田市在
住

本
ほんごう

郷　真
ま り

里 
主に声楽や童謡など演奏活
動に取り組んでいる。自宅
で音楽教室主宰。竹田市久
住町在住

　

竹
田
市
で
は
、
年
間
を
通
し
て
、

た
く
さ
ん
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
が
各
地

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
連
盟

が
主
催
し
て
い
る
も
の
や
、
自
主
サ

ー
ク
ル
の
活
動
発
表
な
ど
、
形
態
は

様
々
で
す
が
、
音
楽
が
地
域
の
至
る

所
で
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、「
瀧
廉
太
郎
記
念
全

日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」

は
、
60
年
以
上
の
歴
史
を
持
ち
、
多

く
の
一
流
声
楽
家
を
輩
出
し
て
き
ま

し
た
。
今
回
は
、
イ
タ
リ
ア
の
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
で
活
躍
中
の
声
楽
家
・
渡

邉
弘
樹
氏
と
日
本
声
楽
ア
カ
デ
ミ
ー

会
員
の
土
崎
譲
氏
に
、高
校
生
以
来
、

竹
田
市
文
化
会
館
の
舞
台
に
上
が
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
〝
音
楽
の
ま

ち
づ
く
り
〞
を
め
ざ
す
竹
田
市
に
と

っ
て
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
の
幅
広
い

見
地
か
ら
、
潜
在
的
に
あ
る
素
材
や

魅
力
を
次
々
に
拾
い
上
げ
て
い
た
だ

き
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
地
域
の
良
さ
に

気
づ
き
、
誇
り
に
思
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
さ
に
「
音
楽
」
と
い
う
ひ

と
つ
の
営
み
か
ら
生
ま
れ
る
、
郷
土

愛
を
会
場
全
体
で
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
音
楽
や
芸
術
を
地
域

の
活
性
化
に
ど
う
活
か
し
て
い
け
る

の
か
、
今
後
の
可
能
性
を
広
げ
る
ヒ

ン
ト
も
授
か
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、「
音
楽
」
で
地

域
を
活
性
化
さ
せ
る
一
粒
の
種
（
可

能
性
）
を
蒔
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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６
月
29
日
の
久
住
地
域
を
皮
切
り
に
７
月

31
日
の
竹
田
地
区
ま
で
約
１
か
月
間
、
市
内

15
会
場
で
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
（
ト
ッ
プ
）
懇
談
会
」

を
開
催
し
、
市
民
の
皆
様
方
の
様
々
な
分
野

か
ら
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
受
け
し
、
意

見
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
人
数
は
、
荻
地
域
の
２
０
３
名
を
筆

頭
に
、
市
内
全
地
域
15
会
場
で
、
１
、３
１
７

名
と
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た

だ
き
、
様
々
な
分
野
、
様
々
な
角
度
か
ら
延

べ
３
０
６
件
の
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
要
望
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
分
野
別
に
頻
度
の
高
い
順

に
、
１
番
が
「
道
路
・
交
通
網
の
整
備
」
48

件
（
15
・
７
％
）、
２
番
が
「
農
林
・
畜
産

業
の
振
興
」
42
件
（
13
・
７
％
）、
３
番
が

「
情
報
基
盤
整
備
」
32
件(

10
・
５
％
）、
４

番
が「
行
財
政
運
営
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
関
係
」

22
件
（
７
・
２
％
）、５
番
が
「
観
光
の
振
興
」

21
件
（
６
・
９
％
）、
６
番
が
「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
等
」
15
件
（
４
・
９
％
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

最
も
多
か
っ
た
「
道
路
・
交
通
網
の
整
備
」

で
は
、
市
道
整
備
が
23
件
、
農
林
道
・
集
落

道
が
10
件
、
地
域
高
規
格
道
路
や
国
県
道
が

８
件
、
バ
ス
路
線
対
策
関
連
が
７
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。
道
路
整
備
の
要
望
は
従
来
か
ら

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
バ

ス
路
線
維
持
や
利
便
性
の
高
い
地
域
交
通
対

策
（
デ
マ
ン
ド
交
通
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
）
に

関
す
る
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

２
番
目
の「
農
林
・
畜
産
業
の
振
興
」で
は
、

道
の
駅
の
整
備
や
充
実
等
、
物
産
加
工
や
流

通
関
係
事
項
が
12
件
、
農
政
・
農
業
ビ
ジ
ョ

ン
関
係
事
項
が
６
件
、
深
刻
な
被
害
が
広
が

る
有
害
鳥
獣
対
策
関
係
事
項
が
５
件
、
農
業

後
継
者
等
育
成
支
援
関
係
事
項
が
４
件
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

３
番
目
の
「
情
報
基
盤
整
備
」
で
は
、
今

回
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
」
の
柱
の
ひ
と
つ
と

し
て
ご
説
明
し
た
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
関
係
事
項
が
中
心
で
30
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

４
番
目
の
「
行
財
政
運
営
や
住
民
サ
ー
ビ

ス
関
係
」
で
は
、
行
財
政
改
革
関
係
事
項
が

８
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

５
番
目
の
「
観
光
の
振
興
」
で
は
、
案
内

板
や
広
報
宣
伝
が
５
件
、
国
指
定
重
要
文
化

財
と
し
て
最
近
注
目
さ
れ
て
き
た
白
水
ダ
ム

周
辺
整
備
が
４
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

６
番
目
の「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
等
」

で
は
、
高
齢
化
や
人
口
減
に
伴
う
道
路
や
水

路
等
の
維
持
困
難
が
５
件
、
学
校
の
廃
校
や

空
家
対
策
が
５
件
と
、
過
疎
化
の
進
行
に
よ

る
良
好
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
継
続

を
心
配
す
る
声
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
」
の
参
加
者
数
や
意
見

交
換
の
内
容
か
ら
も
、
市
民
の
皆
様
の
行
政

に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
表
れ
た
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、「
あ
っ
た
か
対
話
行
政
」

を
目
指
す
竹
田
市
に
と
っ
て
、
今
回
の
「
Ｔ

Ｏ
Ｐ
懇
談
会
」
は
、
こ
の
う
え
な
い
機
会
を

創
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
政
策

は
、
対
話
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
」
と
い

政策は対話によって
生み出される

T
ト ッ プ

OP懇談会（15会場
1,317人）

ご意見・ご要望の概要　　　
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う
信
念
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
様
の
生
の
声

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
政
策
化
し
て
い
く

た
め
の
貴
重
な
声
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
と

考
え
て
い
ま
す
。こ
の
懇
談
会
の
終
了
は「
新

た
な
出
発
点
」
で
す
。
皆
様
か
ら
い
た
だ
い

た
ご
意
見
、
ご
要
望
は
、
す
ぐ
解
決
で
き
る

事
項
は
関
係
課
で
早
速
対
応
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
の
経
済
活
性
化
・
経
済
危

機
対
策
臨
時
交
付
金
の
対
象
事
業
と
し
て
事

業
化
し
て
い
く
事
項
に
つ
い
て
は
予
算
を
議

会
に
提
案
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
現
在
検
討
作
業
中
の
事
項
、
調
査
の

上
対
応
し
て
い
く
事
項
、
来
年
度
以
降
の
整

備
計
画
に
登
載
し
て
い
く
事
項
な
ど
、
課
題

を
早
急
に
整
理
し
、
政
策
に
反
映
さ
せ
る
作

業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意

見
、
ご
要
望
が
限
り
な
く
実
現
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
ご
と
に
開
催
す
る「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
」

及
び
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
テ
ー
マ
ご
と
に

開
催
す
る
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
１
０
０
人
委
員
会
）」
を
今
後
も

継
続
し
て
開
催
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

TOP懇談会　会場別参加者数
地区 開 催 日 参加者数　（人） 参加率※

竹田 7/31 金 80 7.3％

岡本 7/29 水 40 13.7％

明治 7/27 月 80 28.4％

豊岡 7/24 金 90 8.6％

玉来 7/22 水 110 10.6％

松本 7/  8 水 70 16.0％

入田 7/16 木 70 25.5％

嫗岳 7/15 水 40 16.6％

宮砥 7/13 月 54 18.9％

菅生 7/17 金 50 21.4％

宮城 7/  6 月 54 15.6％

城原 7/  3 金 65 17.9％

荻 7/10 金 203 18.9％

久住 6/29 月 180 13.8％

直入 7/  1 水 131 15.9％

15会場 1,317 14.4％
※参加率は世帯数に対する率です。

竹田市総合計画の「施策の大綱」に基づく
施策分野別の件数・割合

施　策　の　分　類 件数 割合 トップ10

Ⅰ　自然と共生する住みやすい里づくり 132 43.1％

1　自然との共生（環境保全、廃棄物対策等） 13 4.2％ 8

2　生活基盤整備（住宅、水道、生活排水対策等） 13 4.2％ 8

3　道路・交通網整備（地域高規格道路、国・県道、
　　市道、公共交通、バス対策等） 48 15.7％ 1

4　情報基盤整備（情報ネットワーク構築、ケーブ
　　ルネットワーク事業等） 32 10.5％ 3

5　土地利用 － －

6　市街地整備（魅力ある市街地、街並み景観整備
　　等） 1 0.3％

7　消防・救急・防災対策 13 4.2％ 8

8　防犯・交通安全対策 6 2.0％

9　温泉の有効活用（市営温泉、温泉利用、泉源保
　　護対策等） 6 2.0％

Ⅱ　未来を担う心豊かな人づくり 38 12.4％

1　生涯学習の充実（生涯学習、図書館等） 2 0.7％

2　学校教育の充実 9 2.9％

3　社会教育の充実（社会教育、公民館活動等） 14 4.6％ 7

4　歴史や文化の保全・継承（文化遺産、資料館等） 12 3.9％

5　芸術文化の振興（文化・芸術活動等） 1 0.3％

6　スポーツ・レクリエーション活動の支援 － －

Ⅲ　安らぎと安心に満ちた支えあうくらしづくり 29 9.5％

1　保健・医療サービスの充実（医療体制の整備、
　　救急医療体制等） 11 3.6％

2　高齢者支援施策の充実 6 2.0％

3　障がい者支援の充実 2 0.7％

4　社会保障の充実 3 1.0％

5　子育て支援の充実 5 1.6％

6　地域福祉活動の強化 2 0.7％

7　健康づくりの推進 － －

Ⅳ　自然の恵みを活かし結び合うまちづくり 70 22.9％

1　農林・畜産業の振興 42 13.7％ 2

2　内水面漁業の振興 － －

3　商業の振興 4 1.3％

4　工業（製造業）の振興 （企業誘致等） 3 1.0％

5　観光の振興 21 6.9％ 5

6　就労環境の整備 － －

Ⅴ　公民協働によるふれあう地域づくり 37 12.1％

1　地域経営の推進（行政サービス、職員、行財政
　　改革等） 22 7.2％ 4

2　協働のまちづくりの推進（市民参加、地域コミ
　　ュニティ活動等） 15 4.9％ 6

3　人権の尊重 － －

4　ふれあい交流活動の充実 － －

合　　　　　　　計 306 100％
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第１回　川端康成記念講演会
川端康成生誕110年・竹田市立図書館開館100年

と　き　平成21年10月27日㈫　午後2時30分～4時30分
ところ　大分県立竹田高等学校体育館
演　題　「ひとの遺伝子、まちの遺伝子」－眠れる遺伝子
　　　　が目覚めるとき
講　師　DNA解明の世界的権威
　　　　筑波大学名誉教授　村上和雄先生
入場料　無料（約 600 席は竹田高校在校生・約 200 席
　　　　は一般）※一般席は、入場整理券が必要です。

↑昭和27年10月28日、旧竹田荘を訪れた川端康成氏

入場整理券取り扱い場所
○市役所企画情報課　○中央公民館・文化会館　○荻・久住・
直入支所地域振興室　○荻・久住・直入公民館　○市立図書館

歴
史
を
今
に
活
か
す
と
い
う
こ
と

　
昭
和
27
年
10
月
27
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
、
川

端
康
成
先
生
は
竹
田
市
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
10
月

13
日
か
ら
17
日
ま
で
文
藝
春
秋
30
周
年
記
念
講
演

会
の
た
め
近
畿
地
方
へ
、
そ
の
後
10
月
31
日
ま
で

九
州
を
旅
行
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
画
家
の
高
田

力
蔵
氏
の
案
内
で
大
分
県
を
訪
れ
ま
し
た
。『
昭
和

27
年
10
月
20
日
の
午
後
別
府
に
着
き
、
中
津
、
耶

馬
溪
、
飯
田
高
原
、
筋
湯
温
泉
、
九
重
高
原
を
経
て
、

27
日
午
後
竹
田
市
入
り
、
田
能
村
竹
田
旧
居
、
岡

城
跡
、
碧
雲
寺
を
訪
ね
、
宿
舎
竹
田
荘
入
り
。
翌

28
日
、
列
車
で
大
分
に
行
き
、
県
庁
訪
問
…
（
以

下
略
）』(

「
美
し
い
山
と
高
原
の
九
重
」・
昭
和
63

年
６
月
10
日
九
重
町
役
場
発
行
）
と
記
録
さ
れ
、

当
時
の
新
聞
記
事
に
よ
る
と
、
28
日
に
は
竹
田
高

校
で
講
演
さ
れ
て
い
ま
す
。
竹
田
高
校
生
と
し
て

講
演
の
機
会
を
得
た
方
々
に
は
、
大
い
に
感
銘
を

与
え
、
今
な
お
そ
の
記
憶
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

　
川
端
康
成
先
生
は
、
翌
28
年
６
月
に
も
熊
本
で
の

文
学
講
演
会
の
帰
り
に
、
単
身
で
竹
田
を
訪
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
２
回
の
取
材
旅
行
で
「
波
千
鳥
」
の
中

の
「
旅
の
別
離
」「
父
の
町
」「
荒
城
の
月
」（
小
説

新
潮
発
表
の
題
名
）
を
書
か
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た

歴
史
を
踏
ま
え
、
川
端
康
成
先
生
が
竹
田
市
に
残

さ
れ
た
足
跡
を
振
り
か
え
り
、
今
に
活
か
し
て
新
た

な
未
来
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、
本
年
度
『
第
１
回

川
端
康
成
記
念
講
演
会
』
を
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　
第
１
回
講
演
会
の
講
師
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
明
の
世
界

的
権
威
で
筑
波
大
学
名
誉
教
授
の
村
上
和
雄
先
生

で
す
。
先
生
は
、
こ
の
分
野
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
有
力

候
補
と
さ
れ
る
注
目
の
人
で
す
。
人
間
の
持
つ
偉
大

な
可
能
性
を
開
花
さ
せ
る
「
眠
れ
る
遺
伝
子
の
目

覚
め
さ
せ
方
」
を
解
き
明
か
し
、
竹
田
の
人
や
町
の

眠
れ
る
遺
伝
子
を
目
覚
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

講師プロフィール
　村上　和雄（むらかみ かずお）

1936 年生まれ。63 年京都大学大学院博
士課程修了（農芸化学）。米国バンダビル
ト大学医学部助教授。78年筑波大学応用
生物化学系教授。同大遺伝子実験センタ
ー長、先端学際領域研究センター長等を務め、99 年から筑波
大学名誉教授。
　DNA 解明の世界的権威。世界に先がけ、高血圧の黒幕であ
る酵素「レニン」の遺伝子解読に初めて成功し、一躍世界的な
業績として注目を集める。最先端の遺伝子工学の研究から、「感
性と遺伝子は繋がっている」ことを究明。想像をはるかに超え
る人間の持つ偉大な可能性を開花させる「眠れる遺伝子の目覚
めさせ方・考え方」を解き明かす。このことを科学的に証明す
るため、「心と遺伝子研究会」を立ち上げ、2003 年 1月には、
お笑いの吉本興業の協力を得て糖尿病の患者 21人を被験者に
して 1月につくば大学で公開実験をおこなった。科学に身を置
きながら、哲学、宗教、宇宙観をも包み込む独自の世界観を展
開。その飾らない人柄と軽妙洒脱な語り口調に全国から絶賛の
声が集まる。90年マックスプランク研究賞受賞、96年日本学
士院賞受賞。

協
賛
事
業

  

竹
田
市
立
図
書
館
開
館
１
０
０
年
記
念
事
業

　
竹
田
市
立
図
書
館
が
開
館
し
て
、

本
年
で
１
０
０
年
と
な
り
ま
す
。
今

回
の
川
端
康
成
記
念
講
演
会
に
あ
わ

せ
て
10
月
中
『
竹
田
市
立
図
書
館
開

館
１
０
０
年
記
念
・
川
端
康
成
コ
ー

ナ
ー
』
を
開
設
し
ま
す
。

　
川
端
康
成
と
竹
田
市
の
か
か
わ
り

を
含
め
、
川
端
康
成
と
そ
の
作
品
の

紹
介
や
パ
ネ
ル
展
示
等
を
行
い
ま
す
。

竹
田
市
ゆ
か
り
の
『
千
羽
鶴
』
を
は

じ
め
、市
立
図
書
館
の
蔵
書
の
ほ
か
、

県
立
図
書
館
所
蔵
の
川
端
康
成
作
品

も
あ
わ
せ
て
川
端
康
成
の
世
界
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
竹
田
市
企
画
情
報
課

　
☎
63-

１
１
１
１（
内
線
２
２
２
）

↑川端康成の『千羽鶴』
　「波千鳥」の中の「旅の別離」
　で竹田が描かれています。

主催 / 竹田市・竹田市教育委員会   共催 / 大分県立竹田高等学校
後援 / ㈶川端康成記念会、茨木市立川端康成文学館、竹田市立図書館
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ケーブルネットワーク特集　第27回

INFORMATION

加入率70%を越えました!!
ケーブルネットワーク特別加入申込期間は 9月 30日を
もって終了しました。ご加入ありがとうございました。
　地域毎のテレビ加入率は、9月 25 日現在、
　竹田：67.0%、荻：75.9%、久住：73.3 %、直入：89.3 %、市全体では 71.1%となっています。
　なお、今後もケーブルネットワークの申込みは随時受け付けておりますので、希望する方はお問合わせください。

  ■テレビ放送サービス使用料の減免申請について
≪減免の基準≫

減　　免　　対　　象　　者 減　　免　　額

①全員が満 80歳以上の世帯で、市民税が非課税の場合 基本使用料を 1/2 減額
（使用料は月額600円になります）

②生活保護世帯 分担金、基本使用料を全額免除

③身体障害者（1・2級）を構成員に有する市民税非課税世帯
分担金を全額免除
基本使用料を 1/2 減額
（使用料は月額600円になります）

④知的障害者（A判定）を構成員に有する市民税非課税世帯

⑤精神障害者（1級）を構成員に有する市民税非課税世帯

⑥災害により半壊、半焼又は床上浸水以上の被害を受けた世帯（2か月間） 基本使用料を全額免除

⑦市長が特に必要と認める公共的施設（市指定避難所施設等） 引込工事費用、告知端末使用料、
分担金、基本使用料を全額免除

※市民税非課税世帯 : 世帯全員について、減免対象年度の前年度の市民税が非課税の世帯。
≪減免を受けるには≫
 　1.　対象者が減免を受けるためには「減免申請」が必要です。
 　2.　① ~⑤までの減免の期間は、申請受付後、市が減免決定通知をした翌月から毎年度末までとなります。
 　3.　① ~⑤までの減免を受けるためには、毎年申請が必要となります。減免事務を円滑に行うため、毎年 2月
　　　末までにお願いします。（今年度申請分に限り、平成 21年度及び 22 年度を対象とします。）
　※減免申請している方は、市が更新手続の通知をします。
　※平成 22年 3月分までのテレビ放送サービス使用料は月 600 円です。（1/2 減額申請された方も月 600 円で
　　す。）

  ■大分ケーブルテレコム㈱（OCT）が提供する有料サービスの手続きについて
○加入申込時に、多チャンネルサービス、インターネットサービスを希望された方
　テレビ宅内工事完了後、OCT から郵送で申込みの案内が届きますので、手続きをすることでサービスを受けら
　れるようになります。
○加入申込時に希望しなかった方
　サービスが必要となった場合は、テレビ宅内工事完了後にOCT にお問い合わせください。

  ■各種お問合わせ先
　○光ケーブル引込から告知端末機設置までの工事に関するお問い合わせ
　　　NTT 西日本竹田現場事務所　☎ 62-4097（平日 9:00~17:00）
　○テレビ宅内工事の依頼やお問合わせ
　　　宅内工事指定業者（※「広報たけた 8月号」の 7ページをご覧ください。）
　○多チャンネル・インターネットに関するお問い合わせ
　　　大分ケーブルテレコム㈱　☎ 64-3801
　○ケーブルネットワーク全般に関するお問い合わせ
　　　企画情報課ケーブルネットワーク推進室　☎ 63-4801
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食育ツーリズム雇用創出大作戦 !（新パッケージ事業）

スタートから2年　プロジェクトの中間報告会を
開催し、新たな参加者を募ります!
大分竹田　食のかたち　旅のかたち展　～たけた食育ツーリズム中間報告会～
　【期間】10 月 3日㈯～ 11月 29日㈰　 【会場】エリアラボたけた ほか

☆主な公開型研究会のご案内
　◇たけた食育ツーリズムフォーラム　10月 3日㈯　10:00 ～ 14:00
　◇ 20の公開型研究会（オープン研究会）を開催。また、起業、商品化
　　相談を開設。
　◇着地型旅行予約サイト「旬旅」本格スタート
　◇デザイン相談会（デザイングレードアップ）

10 月の日替わりメニュー
月日 メニュー＆テーマ 時　　間 場　　　所 講　師　その他

  3 ㈯
たけた食育ツーリズムフォーラム
田舎の変え方　変わり方
商品を作る。磨く。大分竹田の挑戦 !

10:00 ～ 14:00 竹田市総合社会福祉
センターホール

コーディネーター : 本山秀樹氏
パネリスト : モノづくり実践者

  9 ㈮ ○ブログ講習会
　実践コース・初心者向けⅠ 19:00 ～ 21:00 クローネカフェ

　　　　　　 （本町）
菊池正剛氏
　（パソコン教室主宰）

10㈯

○田楽火鉢研究会（製作体験） 9:00 ～ 12:00 民芸の里（上角） 早川　和氏

○アレルギー研究会　調理実習 10:00 ～ 13:00 福祉センター 本田紀代子氏・堀田貴子氏

○うまいもんカフェ
　「重ね煮」スープ試食・品評会 15:00 ～ 17:00 エリアラボたけた 本山秀樹氏（食育ネット代表）

17㈯ ○うまいもんカフェ
　「竹田の旬ジャム召し上がれ♪」 15:00 ～ 17:00 エリアラボたけた 堀田貴子氏

23㈮

○ステンドグラス研究会（製作体験）
　ステンドグラスの魅力とは？ 9:30 ～ 16:00 久住町商工会跡 芹　洋子氏（竹田市名誉市民）

○ブログ講習会
　実践コース・初心者向けⅡ 19:00 ～ 21:00 クローネカフェ

　　　　　　 （本町）
菊池正剛氏
　（パソコン教室主宰）

24㈯
○田楽火鉢研究会（窯出し体験） 9:00 ～ 12:00 民芸の里（上角） 早川　和氏

○うまいもんカフェ
　「トマトジュース」試食・品評会 15:00 ～ 17:00 エリアラボたけた 本山秀樹氏（食育ネット代表）

30㈮ ○交流店舗拠点づくり研究会
　「竹田を賑わいの町にするには？」 13:30 ～ 15:30 エリアラボたけた

31㈯

○郷土料理研究会・朝カフェ 7:00 ～ 9:00 喫茶ぽのぽの
　　　 （岡城会館内） 江副直樹氏（ブンボ代表）

○商家民泊研究会　「土蔵や商家が生
　まれ変わる !　竹田らしさの宿」 10:00 ～ 12:00 清水湯

○うまいもんカフェ　竹皮弁当「名
　水米とたけた山菜召し上がれ」（山
　菜加工・名水料理合同研究会）

15:00 ～ 17:00 エリアラボたけた 本山秀樹氏（食育ネット代表）

○デザイン相談会　10:00 ～ 17:00（エリアラボたけた）講師：工藤千津子（活性化協議会）
　（毎週火曜日開催）※ 10月 6日㈫、13日㈫、20日㈫、27日㈫　※要事前予約

ここから拓く未来 ! 竹田市経済活性化促進協議会　☎ 62-2122（URL）http://taketa-syokuiku.org/
竹田の「旅・体験」の予約・申込みサイト「旬旅」　☎ 63-0585（URL）http://www.shuntabi.com/
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シリーズ

産業
おこし

◎
厳
し
い
経
営
環
境

　

竹
田
市
の
命
の
産
業
と
も
い
え

る
畜
産
業
、
と
り
わ
け
「
肉
用
牛

繁
殖
経
営
」
が
厳
し
い
環
境
に
あ

り
ま
す
。

　

子
牛
の
市
場
価
格
は
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ

（
牛
海
綿
脳
症
）
問
題
で
下
落
し
た

平
成
13
年
以
降
、
堅
調
な
伸
び
を

見
せ
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
９
月
市

場
の
雌
と
去
勢
を
あ
わ
せ
た
平
均

価
格
は
約
33
万
円
、
過
去
10
年
間

で
一
番
高
か
っ
た
平
成
18
年
に
比
べ

16
万
円
ほ
ど
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
昨
年
の
世
界
同
時

不
況
に
よ
る
経
済
悪
化
は
、
牛
肉

消
費
の
落
ち
込
み
に
よ
る
市
場
価

格
の
下
落
を
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。

◎
生
産
者
の
取
り
組
み

　

黒
毛
和
種
の
育
成
雌
牛
と
成
牛
の

飼
養
戸
数
は
本
年
２
月
現
在
５
０
０

戸
で
、
５
年
前
に
比
べ
１
０
０
戸
以

上
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
飼
養
頭
数

は
増
え
、
生
産
者
個
々
の
規
模
拡
大

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

燃
料
価
格
や
穀
物
相
場
が
与
え

る
影
響
を
考
え
た
と
き
、
今
、
生

産
者
に
最
も
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
、
自
給
飼
料
生
産
等
に
よ
る

経
費
の
低
コ
ス
ト
化
や
育
成
管
理

に
よ
る
高
付
加
価
値
販
売
で
、
成

雌
牛
及
び
販
売
子
牛
一
頭
あ
た
り

の
収
益
性
を
い
か
に
上
げ
る
か
に

あ
り
ま
す
。

◎
肥
育
拠
点
施
設
の
必
要
性

　

市
場
価
格
が
伸
び
悩
む
原
因
の

一
つ
に
大
分
県
の
飼
養
形
態
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

肥
育
施
設
等
が
少
な
い
た
め
、

県
産
子
牛
の
多
く
が
県
外
へ
流
出
、

県
内
保
留
率
は
、
27
％
と
鹿
児
島

県
の
75
％
、
宮
崎
県
の
57
％
に
大

き
く
水
を
あ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
場
に
お
け
る
需
要
が
増
え
れ

ば
価
格
の
安
定
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

肥
育
拠
点
施
設
の
早
急
な
整
備
が

待
ち
望
ま
れ
ま
す
。

肉
用
牛
繁
殖
経
営
の

未
来
を
さ
ぐ
る

↑ 9 月 3 日に久住家畜総合センターで畜産共進会
　を開催。 写真は【肉用牛の部】でグランドチャ
　ンピオンに輝いた渡辺康彦さん出品のふみ号

心に響く若さあふれる演奏会
　クラシック音楽の楽しさ、素晴らしさを伝え
るとともに、音楽を通しての地域との交流を図
ることを目的に、9月 17 日、大分県立芸術文
化短期大学音楽科の学生による「地域巡回演奏
会」が竹田市文化会館で開催されました。
　演奏会では、弦楽器・管楽器・打楽器の演奏、
ピアノ独奏や 2人で弾く連弾、声楽ソロ、オ
ペラアンサンブルなどを披露してくれました。
　最後は、会場に訪れた市民の皆さんとともに、
「荒城の月」の大合唱をして幕を閉じました。

未
来
に
続
く
地
域
再
生
へ

県
立
芸
短
大
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ 

（
下
竹
田
小
跡
地
利
活
用
試
行
事
業
）

　

地
域
活
力
、
住
民
活
力
の
衰
退
に

歯
止
め
を
か
け
、
将
来
に
わ
た
る
跡

地
の
利
活
用
を
視
野
に
入
れ
た
「
地

域
再
生
」
を
め
ざ
す
取
り
組
み
と
し

て
、
大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学

主
催
に
よ
る
「
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
」

が
９
月
20
日
か
ら
23
日
ま
で
の
４
日

間
、
下
竹
田
小
学
校
跡
地
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
県
立
芸
短
大
の
学
生
は
、

地
元
の
高
校
生
ら
を
交
え
て
、
ア
ー

ト
作
品
の
制
作
に
取
り
組
み
、
地
域

と
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

高
橋
瑠
璃
子
実
行
委
員
長
は
、「
山

が
青
く
て
、
星
空
が
き
れ
い
。
静
か

で
制
作
し
や
す
い
。
ま
た
来
た
い
で

す
。」と
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
市
は
、
地
方
分
権
化
が
進
む

な
か
、
芸
術
文
化
の
振
興
に
お
け
る

課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
知
的
財
産

を
有
す
る
大
学
と
の
一
層
の
連
携
・

協
働
の
必
要
性
を
感
じ
、
大
分
県
立

芸
術
文
化
短
期
大
学
と
協
力
し
て
地

域
課
題
の
解
決
を
図
る
こ
と
が
本
市

の
振
興
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
の

考
え
か
ら
、
平
成
20
年
11
月
11
日
に

県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
と
「
相
互

協
力
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
記
念
し
、
岡
城
跡
の
歴
史
遺
産
、

廣
瀬
武
夫
に
つ
い
て
の
公
開
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　

10
月
31
日
㈯　

13
時
〜 

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ 

　

ン
タ
ー

内
容

　

第
１
講
座
「
志
賀
氏
と
岡
城
」

　

講
師
／
吉
良
国
光
（
大
分
県
立
芸

　

術
文
化
短
期
大
学
国
際
文
化
学
科

　

教
授
）

　

第
２
講
座
「
大
分
所
在
の
廣
瀬
武

　

夫
に
関
す
る
図
書
資
料
に
つ
い
て
」

　

講
師
／
鄧　

紅
（
大
分
県
立
芸
術

　

文
化
短
期
大
学
国
際
文
化
学
科
教

　

授
）

参
加
費　

無　

料

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
企
画
情
報
課

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

竹
田
市
と
大
分
県
立
芸
術
文

化
短
期
大
学
と
の
相
互
協
力

協
定
書
締
結
記
念
公
開
講
座

作品制作に取り組む学生たち
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竹田市のホームページ「こんにちは市長です」（URL）http：//www2.city.taketa.oita.jp/sityo/index.html

有
由
有
縁
（
ゆ
う
ゆ
ゆ
う
え
ん
）
… 

　

昭
和
　
年
10
月
27
か
ら
28
日
に
か
け
て
、
文
豪
川
端
康

成
は
友
人
で
あ
る
画
家
高
田
力
蔵
の
案
内
で
別
府
か
ら
久

住
高
原
に
遊
び
、
あ
ざ
み
台
か
ら
竹
田
市
に
下
り
、
そ
し

て
竹
田
高
校
で
講
演
を
さ
れ
た
。
こ
の
取
材
旅
行
に
よ
り
、

川
端
は
続
・
千
羽
鶴
の
構
想
を
組
み
立
て
、
翌
年
、
小
説

新
潮
で
連
載
を
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
川
端
が
晩
年
、

よ
く
揮
毫
し
た
の
が
『
有
由
有
縁
』
で
あ
る
。
人
と
の
出

会
い
、
も
の
ご
と
と
の
接
点
が
生
ま
れ
る
の
は
、
決
し
て

偶
然
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
そ
れ
な
り
の
力
（
理
由
）
が

働
い
て
い
る
か
ら
な
の
だ
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

目
に
は
見
え
な
い
力
だ
け
れ
ど
、
神
の
配
剤
と
し
か
思
え

な
い
。
そ
ん
な
縁
が
授
け
て
く
れ
る
世
界
の
こ
と
に
触
れ
な
が

ら
、ふ
る
さ
と
竹
田
市
の
未
来
を
見
つ
め
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

市
長
コ
ラ
ム　

 〈
第
３
回
〉

 

感
動
と
喜
び
の
秋

　

８
月
23
日
に
開
催
し
た
『
岡
城
跡
の
世
界

遺
産
登
録
へ
の
挑
戦
』
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
予
想
以
上
の
成
果
が
生
み
出
さ
れ
た

と
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
喜
び
を

よ
り
一
層
の
も
の
に
し
て
く
れ
た
の
が
、
朝

日
新
聞
の
『
豊
後
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
と
い
う
コ

ラ
ム
に
伊
藤
京
子
さ
ん
が
書
い
て
く
れ
た
内

容
。『
地
方
自
治
体
が
読
ん
で
字
の
ご
と
く

「
お
の
ず
か
ら
治
め
る
」
時
代
に
突
入
す
る
。

慣
習
に
流
さ
れ
ず
考
え
る
行
政
に
、
と
切
実

に
願
う
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
竹
田
市
で
先

日
開
か
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
考
え
た
。
ピ
ア

ノ
演
奏
と
パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
と
し
て
参
加

し
た
が
、
市
の
職
員
が
生
き
生
き
と
し
て
い

る
こ
と
に
驚
い
た
。
竹
田
市
は
い
ま
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
も
皆
さ
ん
が
自
主
的

に
意
志
を
持
っ
て
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
を
感
じ
る
。
常
々
、
私
は
夢
や
ロ
マ
ン
を

実
現
す
る
に
一
番
近
い
所
に
い
る
の
が
行
政

だ
と
感
じ
て
い
た
。「
仕
事
」
が
そ
の
人
の

「
使
命
」
に
変
わ
っ
た
時
、
人
は
生
き
が
い

と
生
き
る
喜
び
を
与
え
ら
れ
る
の
か
も
し
れ

な
い
』。
少
し
省
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
内
容
で
し
た
。

　

示
唆
に
富
み
、
竹
田
市
に
と
っ
て
も
誇
れ

る
記
事
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
１
か
月
が
経
と
う
と
す
る
頃
、

会
場
を
同
じ
く
し
て
大
分
県
立
芸
術
文
化
短

期
大
学
の
地
域
巡
回
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
に
は
、
高
齢
者
大
学
の
皆
さ
ん

を
中
心
に
多
く
の
市
民
が
参
加
さ
れ
、
学
生

た
ち
の
奏
で
る
音
楽
に
酔
い
し
れ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　
「
良
か
っ
た
よ
」
と
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

声
を
か
け
ら
れ
て
、
学
生
た
ち
は
涙
ぐ
ん
で

い
た
の
だ
そ
う
で
す
。
芸
短
大
は
、
市
内
下

竹
田
地
区
で
の
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
を
縁
に
し

て
、
廃
校
に
な
っ
た
下
竹
田
小
学
校
に
活
動

拠
点
を
構
え
て
く
れ
る
こ
と
が
内
定
し
ま
し

た
。「
歴
史
あ
る
地
域
の
学
校
が
廃
校
の
ま

ま
忘
れ
去
ら
れ
る
の
か
と
寂
し
く
思
っ
て
い

た
の
に
、
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
甦
っ

て
く
れ
る
な
ん
て
、
こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と

は
な
い
」
と
、
こ
こ
で
も
感
激
の
涙
が
流
さ

れ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　
『
文
化
芸
術
は
時
空
を
超
え
る
』と
、脚
本

家
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
三
木
さ
ん
は
そ
う
話
さ
れ

ま
し
た
が
、そ
う
さ
せ
る
の
は
、感
動
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
宿
る
か
ら
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

蛇
足
な
が
ら
、
最
近
、
と
て
も
胸
が
締

め
付
け
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
移
設
し
、
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
竹
田
中
学
校
の
体
育
祭
で
の
こ

と
。
全
校
生
徒
が
合
唱
し
た
校
歌
が
す
ば

ら
し
か
っ
た
の
で
す
。『
芽
生
え
た
希
望
は

言
わ
な
い
で
お
く　

風
を
切
る
日
の
予
感
が

あ
る
か
ら
』、『
夢
の
続
き
は
私
が
か
な
え
る

　

み
な
ぎ
る
力
が
告
げ
て
い
る
か
ら
』、『
恋

す
る
よ
う
に
生
き
た
い
と
願
う　

友
の
祈
り

が
隣
に
あ
る
か
ら
』。
な
ん
と
い
う
感
性
か
。

未
来
に
生
き
る
中
学
生
に
誇
り
と
希
望
を
授

け
て
く
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
作
曲
は
白
石

哲
也
さ
ん
、
そ
し
て
作
詞
は
歌
人
、
川
野
里

子
さ
ん
。（
お
二
人
と
も
竹
田
市
出
身
で
す
）

※
題
字
は
川
端
康
成
先
生
に
よ
る
直
筆

都市との広域連携が始まります 
　農林水産省の「広域連携共生・対流等推進交付金」事業を活用し、
竹田市観光ツーリズム協会が事業主体となり、東京都品川区の中延
（なかのぶ）商店街にあるＮＰＯ法人バリアフリー協会との連携を通
じた都市と農村の共生・対流事業がスタートします。
　この事業の側面的な支援を行うため、「竹田・中延地域資源活用型
交流広域連携協議会」が設立され、会長に竹田市観光ツーリズム協
会首藤文彦会長が、副会長にバリアフリー協会沢田藤司之会長が選
任されました。
　品川区の中延商店街に設置予定のアンテナショップを活用し、都市
と農村部の持続的な〝相互のファンづくり〟を基軸に交流が始まります。
　首都圏にピンポイントの拠点ができます。竹田の行政力、人間力、
地域力が試される絶好の機会となりそうです。ご期待ください。

↑児玉誠三竹田市経済活性化促進協議会室長、野田良輔氏、
　沢田氏、市長、首藤会長、甲斐商工観光課長、荒巻農政
　課課長補佐（左より）

↑下竹田小学校跡地で開催された芸短大アートキ
　ャンプ。若き芸術家が集い、久しぶりに華やい
　だ雰囲気となった
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今月のひと

　

８
月
23
日
、
香
川
県
丸
亀
市
猪
熊
弦
一
郎
現
代

美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
民
家
の
甲
子
園
・
第
７

回
民
家
町
並
み
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
」

に
お
い
て
、
県
立
竹
田
高
等
学
校
１
年
の
菅
優
く

ん
と
小
島
隼
人
く
ん
に
よ
る
写
真
作
品
が
民
家
大

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。（
応
募
総
数
73
校
）

　

従
来
、
民
家
や
古
い
町
並
み
、
民
家
の
あ
る
暮

ら
し
は
、
世
代
を
超
え
て
親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら

孫
へ
、
さ
ら
に
次
の
世
代
へ
と
受
け
継
が
れ
て
き

ま
し
た
が
、時
代
の
流
れ
の
中
で
「
民
家
」
は
次
々

と
そ
の
姿
を
失
っ
て
い
き
ま
し
た
。「
民
家
の
甲

子
園
」
と
は
、身
近
に
あ
る
民
家
や
古
い
町
並
み
、

民
家
の
あ
る
地
域
の
暮
ら
し
に
関
心
を
寄
せ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
心
に
映
る
も
の
を
写
真
に

撮
り
、コ
ン
テ
ス
ト
形
式
で
競
わ
れ
る
大
会
で
す
。

　

竹
田
の
町
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
住

み
慣
れ
た
街
中
を
歩
き
回
っ
た
写
真
撮
影
は
、
は

じ
め
て
の
発
見
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

竹
田
の
魅
力
を
そ
れ
ぞ
れ
に
尋
ね
ま
し
た
。
小

島
く
ん
は
、「
夏
に
愛
染
堂
か
ら
く
だ
る
と
石
畳

に
映
る
木
陰
。光
と
影
が
美
し
い
」。菅
く
ん
は「
竹

田
の
町
の
人
が
景
色
を
残
し
て
く
れ
て
い
て
、
と

て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
が
流
れ
て
い
る
。本
当
に
、

み
ん
な
竹
田
の
ま
ち
が
好
き
だ
と
い
う
こ
と
が
伝

わ
っ
て
く
る
」。

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
用
ム
ー
ビ
ー
の
ラ
ス
ト

シ
ー
ン
。
夕
暮
れ
の
空
を
バ
ッ
ク
に
、
神
社
の
シ

ル
エ
ッ
ト
。
や
が
て
、
テ
ロ
ッ
プ
が
浮
か
ぶ
。
そ

れ
に
は
、
故
郷
の
風
景
に
対
す
る
、
菅
く
ん
と
小

島
く
ん
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

変
わ
ら
な
い
も
の
は
な
い
け
れ
ど
、
変
わ
ら
な

　

い
で
ほ
し
い
も
の
が
こ
こ
に
は
あ
っ
た
ん
だ

　

明
日
に
残
し
て
い
き
た
い　

こ
の
景
色
が

変
わ
ら
な
い
風
景
だ
か
ら
こ
そ
、

安
心
し
て
僕
た
ち
は
毎
日
を
過
ご
せ
る
の
だ
。

民家の甲子園  第 7 回民家町並みフォトコンテスト全国大会
民家大賞（文部科学大臣表彰）受賞

菅
かん

   　　優
すぐる

 

（大分県立竹田高等学校 1年・慶順町）
小
こ

島
じま

　隼
はや

人
と
 

（大分県立竹田高等学校 1年・向丁）

「荒物屋さん塩屋さんで」

「お寺下の階段で」

「明治の頃から変わらない風景」

「神社からの竹田の町」

●菅くんと小島くんの写真作品（一部）
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－竹田市人事行政の運営等の状況〈平成20年度〉－
『人員削減を図りながら、市民サービスを向上させる』
○竹田市の職員数は全国の類似団体で一番多い
　竹田市の職員数（普通会計）は、人口1万人当たりの職員数という統計で比較すると、全国の類似団体の中で、
1番多いのです。どういう状況であるかというと、次の表のとおりです。もちろん、自治体の面積や行政組織の特
殊性なども照らし合わせる必要がありますが、数値だけで換算すると、平均よりも173 人多く、これに平均給与
などの人件費を掛けると、年間の必要額は13億円という膨大な金額になります。国は、合併をした自治体に対し
て、『しばらくは足並みをそろえたり、連絡道路を整備するためにお金が必要だろう』ということで、10年間だけ、
特別に交付税を多く支給してくれています。その金額は竹田市の場合、年間13億 3千万円ほどで、平成 27年度
までこの措置を受けることができます。平成 28年度から5年間で、この特別交付分は段階的に減っていきます。
○ 10,000 人あたりの職員数の類団比較（類団 87団体中）

市町村名
20.3.31 現在 20.10.1 現在 普通会計

（職員数）
1,000 人あたり
の職員数 左の順位 面積用件を加味した

場合の類団での順位人口 面積（㎢）
大分県竹田市 26,501 477.59 440 160 1 7
岡山県美作市 32,740 429.19 509 155 2 3
岡山県高梁市 35,786 547.01 544 152 3 4
青森県つがる市 38,626 253.85 587 152 4 1
※竹田市は面積が広いため、面積用件を加味すると類団で 7番目に位置します。

○職員数の推移と今後の削減計画（消防職員を含む）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各年 4月 1日現在の状況）
項目　　　　　　　　年 17年 18年 19 年 20 年 21 年 22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年 28 年
職員数（人） 520 514 493 475 458 433 429 422 407 393 387 375

対 17 年増減数（人） － △ 6 △ 27 △ 45 △ 62 △ 87 △ 91 △ 98 △ 113 △ 127 △ 133 △ 145

○職員数を減らす、特別職の給与もカット
　とにかく、人件費の比率を抑え、職員数を減らすという努力が必要不可欠です。類似団体と同レベルにするため
に、『職員が退職しても、採用は極力避ける』という方法や、『職員の給与を切り詰める』という方法があります。
平成17年度から平成 21年度までの5年間の行財政改革に伴う職員の給与カット、人員削減を実施することによ
り9億 8千 4百万円の削減を見込んでいます。また職員だけでなく、市長や副市長、教育長の給与をカットする
ことも求められます。もちろん、全国的には議会議員も定数を削減したり、報酬をカットしたりして、自ら行財政
改革に乗り出しているケースも多くあります。竹田市では、市長が公約どおりに30パーセントのカット、これに
同調して副市長も教育長もカットしています。これは給与だけでなく、退職金も視野に入れるという決断をしてい
ますが、こうして節約できる金額は、4年間で4千 5百万円ほどになります。
○市長が示した政策
　市長の方針はこうです。「職員の首を切るなんて暴挙は許されるはずがありません。しかし、このままでは、財
政改革になりません。どうすればいいのか。大切なのは、行政の経営力です。職員が多いのであれば、中央に集め
るのではなく、多い人数分を住民サービスの向上に役立てるということです。周辺部の地域力を高めるために支所
の機能を充実させる。高齢化社会に対応するために高齢者福祉の分野に職員を配置させるなどの政策が大切です。
職員が多いという現実に向き合って、それが竹田市の特徴であれば、逆に活用するという発想が必要です。交付税
が多く配分されるのは、あと5年。人員削減を図りながら、その一方で多いマンパワーを市民サービスの向上に役
立てるという2本立ての政策をご理解ください。これこそが、竹田方式だと確信しています。」というものです。

1. 職員の任免及び職員数に関する状況
　部門別職員数の状況

部　　門
職員数（人） 対前年比

（人）
部　　門

職員数（人） 対前年比
（人）20年度 21年度 20年度 21年度

福
祉
関
係
を
除
く
一
般
行
政

議　会 5 4 △ 1 特
別
行
政

教　育 59 59 0
総　務 88 84 △ 4 警　察 0 0 0
税　務 19 19 0 消　防 60 61 1
労　働 0 0 0 小　計 119 120 1
農　水 61 59 △ 2

公
営
企
業
等

病　院 0 0 0
商　工 14 12 △ 2 水　道 10 10 0
土　木 33 30 △ 3 交　通 0 0 0
小　計 220 208 △ 12 下水道 4 4 0

福
祉
関
係

民　生 65 62 △ 3 その他 23 22 △ 1
衛　生 34 32 △ 2 小　計 37 36 △ 1
小　計 99 94 △ 5

総　合　計 475 458 △ 17
一般行政計 319 302 △ 17
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2. 職員の給与の状況
(1) 人件費の状況（平成 20年度普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
（平成21年3月31日）

歳出費
Ａ

人件費
B

職員給与費
Ｃ

人件費率
Ｂ /Ａ

職員給与費率
Ｃ /Ａ

20年度 人
26,023

千円
17,115,809

千円
4,451,986

千円
2,822,607

%
26.0

%
16.5

※人件費には、特別職等に含まれる給与・報酬等を含みます。

(2) 職員の給与費の状況（平成 21年度普通会計予算）

区　分 職員数
Ａ

給　　　与　　　費
計
Ｂ

1人当り
給与費
Ｂ /Ａ給　料

職員手当

期末・勤勉手当 その他の手当

21年度 人
446

千円
1,844,298

千円
833,106

千円
295,754

千円
2,973,158

千円
6,666

※ 1　職員手当には退職手当を含みません。
※ 2　給与費は当初予算に計上された予算額です。
※ 3　職員数は当初予算積算の基礎となった人数です。（市長・副市長は含みません。）

(3) 職員の平均給料月額および平均年齢の状況
　　　　　　　　　　   　（平成 21年4月1日現在）
区　　　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 353,500 円 45.7 歳

技能労務職 365,700 円 48.2 歳
※平成 18年 4月 1日から平成 22年 3月 31日までの間は給料月額について 5％の減額措置を実施しています。

(5) 職員の経験年数別、学歴別平均給料月額（減額後）の状況（平成 21年4月1日現在）
区　　　　　分 経験年数 10年 経験年数 15年 経験年数 20年

一般行政職 高　校　卒 209,285 円 260,205 円 310,840 円
※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合の採用後の年数です。

(6) 級別職員数（一般行政職）の状況（平成 21年4月1日現在）
区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 計

標準職務 主　事 主　任 主　査 主査等 課長補佐
係 長 等

課　　長
課長補佐
等

課　　長
参　　事 課　　長

職員数（人） 7 12 50 19 28 131 37 0 284

構成比（％） 2.5 4.2 17.6 6.7 9.9 46.1 13.0 0 100.0

(7) 職員手当の状況
　①期末・勤勉手当（平成 21年6月1日現在）　　　　  ②退職手当（平成 21年4月1日現在）

　③諸手当　

(4) 職員の初任給の状況
　　　　　　　　　　   　（平成 21年4月1日現在）
区　　　分 初任給 採用後2年経過時

大学卒（減額後） 169,860 円 180,785 円

高校卒（減額後） 137,275 円 149,340 円

勤続年数 自己都合 勧奨・定年

勤続 20年 23.50 月分 30.55 月分

勤続 25年 33.50 月分 41.34 月分

勤続 35年 47.50 月分 59.28 月分

区　分 期末手当 勤勉手当

  6 月期 1.250 月分 0.70 月分

12月期 1.600 月分 0.75 月分

役職による加算措置 5～ 15％

区　　　　分 項　　　　　　　　　　目

扶 養 手 当 配偶者、子ども等を扶養している場合に支給。配偶者 13,000 円、他 6,500 円～ 11,000 円

住 居 手 当 借家（最高 27,000 円）、持家（月額 2,500 円）の区分で支給。

通 勤 手 当 2㎞以上の通勤距離に応じて支給。2,000 円～ 21,450 円

管理職手当 管理職に対して支給。給料月額の 5％

時間外手当 正規の勤務時間を超えて勤務を命じた場合に支給。

特殊勤務手当 税務職員、ケースワーカー、消防職員、清掃センター・衛生センターに勤務する職員
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3. 職員の勤務時間および休暇等の状況
(1) 勤務時間の状況
1 週間の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間 週休日

38.75 時間 午前 8時 30分 午後 5時 午後0時15分～午後1時 土曜日・日曜日

(2) 休暇等の状況
種　　類 概　　　　　　　　　　　　　　　要 取得状況

年次有給休暇 暦年により 20 日付与。20 日を超えない範囲内の残日数を翌年に限り繰り越す
ことができる。 8.8 日 / 年

介 護 休 暇 介護を最低 2週間以上必要とし、同一の継続する状態ごとに連続する 6月の期
間内（無給休暇） 0人

育 児 休 業 子が 3歳に達する日までの期間（無給休暇） 女性 5人
※ 1　取得状況は、平成 20年 1月 1日～平成 20年 12月 31 日の暦年での取得状況です。
※ 2　上記の休暇以外に公務災害休暇、病気休暇および特別休暇等があります。
※ 3　育児休業は、平成 20年度中に新たに育児休業を取得した人数です。

4. 職員の分限および懲戒処分の状況（平成 20年度）
分　限　処　分（人） 懲　戒　処　分（人）

免職 降任 降給 休職 計 免職 停職 減給 戒告 計

0 0 0 2 2 0 0 0 0 0

5. 職員の服務の状況
　　全ての職員は、「全体の奉仕者」として公共の利益のために勤務し、職務遂行にあたっては全力で奉
　仕しなければなりません。この服務の基本原則を忠実に実行するため、地方公務員法の規定により、次
　の義務が課せられています。
　○法令等及び上司の命令に従う義務　○信用失墜行為の禁止　○秘密を守る義務　○職務に専念する
　義務　○政治的行為の制限　○争議行為等の禁止　○営利企業等の従事制限

6. 職員の研修の状況
研修名 内　　　　　　　　　　　　容

一般研修
竹田セミナー（PFI 研修、ケーブルネットワーク事業研修、普通救命講習 I ほか）、職場研修、
人権教育研修、メンタルヘルス講習会、課長研修、中堅職員研修、新採用職員研修、公務員倫
理研修ほか

専門研修 契約事務研修、財務実務研修、情報公開・個人情報保護法研修、条例等立案改廃研修、税務関
係各種研修ほか

特別研修 接遇研修、市町村幹部セミナー、接遇研修指導者養成研修、市町村アカデミー研修ほか

7. その他
(1) 公平委員会業務の状況（平成 20年度）
　①勤務条件に関する措置の要求の状況　　　　　　②不利益処分に関する不服申立ての状況

措置要求件数

終結件数

0 －

不服申立て件数

終結件数

0 －

(8) 特別職の報酬などの状況（平成 21年6月1日）
種　　類 区　　　　分 給料月額等 減額後給料月額 期末手当

給　　料
市　長 814,000 円 569,800 円

  6 月期　1.450 月分
12月期　1.750 月分

副市長 653,000 円 489,750 円
教育長 585,000 円 468,000 円

報　　酬
議　長 402,000 円 　　－　円
副議長 362,000 円 　　－　円
議　員 340,000 円 　　－　円

※平成 21年 6月 1日から平成 25年 3月 31日までの間は、市長 30％、副市長 25％、教育長 20％の減額措置を実施しています。
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福利厚生事業の状況の概要       〈平成 20 年度〉

　竹田市では、地方公務員法第 42条の厚生福利制度に基づき、職員の福利厚生事業を実施しています。人事行
政運営等の状況の公表の一環として福利厚生事業の実施状況等の概要をお知らせします。
　《参考》地方公共団体は、職員の保健、元気回復その他厚生に関する事項について計画を樹立し、これを実施し
　　　なければならない。〔地方公務員法第 42条〕

1.　職員互助会の運営状況（平成 20年度）
団 体 名 会 員 数 市補助金 公 費 率 主　な　事　業

竹田市職員共済会 481 人 3,345 千円 25.1％ 給付事業、文化厚生事業、普及事業
※公費率＝公費 /（公費＋会員掛金）

2.　健康管理事業の状況（平成 20年度）　　　　　　 3.　公務災害補償の状況（平成 20年度）
項　　目 内　　　　　容

定期健康診断 基本検査（461 人）

各種がん検診 前立腺がん（144 人・50歳以上男）
乳がん（97人・40歳以上女）

そ　の　他

脳疾患検査（74人・45 歳、50 歳、
55歳、58歳）
HCV 抗体検査（87 人・20 歳以上
5歳刻み）

加入団体 認定件数 災害の内容

地方公務員
災害補償基金
大分県支部

1件 公務上の負傷

 祝・長寿
アッパレ! 100歳 23人
いつまでもお元気で!

わがまちの大自慢!

ご長寿おめでとうございます!
100 歳以上のみなさんをご紹介します。（敬称略）

　107 歳　　後藤　畢子（東古町）
　105 歳　　森　シトミ（藤渡）
　104 歳　　工藤キミヱ（向岳）
　103 歳　　森　スミエ（古市）
　102 歳　　宇都宮ミチコ（上菅生）
　      　　 　佐藤正未世（浦町）
　101 歳　　廣瀨ヒサヱ（枝）
　      　　 　佐田マチコ（穴井迫）
　      　　 　田北スミヱ（橘木）
 　     　　 　大津留フミ子（次倉中央）
　      　　 　小池シスヱ（上町）
 　     　　 　後藤サツキ（下平田）
　100 歳　　相良　貞子（寺町）
　      　　 　佐藤　次夫（久住荘）
 　     　　 　平井アサコ（西中）
 　     　　 　伊東ヨシ子（三砂）
 　     　　 　岩下チミ子（梅の木）
　      　　 　原田　守男（鬼田）
 　     　　 　羽田野　靜（神堤）
  　    　　 　本田　ヨシ（米納）
 　     　　 　瀬井　春雄（桜町東）
　      　　 　佐藤ヒサエ（梅の木）
 　     　　 　堀　チスコ（悠々居）
※ 9月 15日現在の満年齢です。

↑最高齢 (107 歳 ) の後藤畢
ひつ

子
こ

さん。
　長生きの秘けつは、3 食しっかり食べることだそうです !

　9月16日、竹田市では100 歳を越える方を訪
ね、お祝いを述べるとともに記念品を贈り、さ
らなる健康と長寿を祝いました。
　竹田市には、平成 21 年 8 月 31 日現在、65
歳以上の方が 10,184 人、その中でも 100 歳以
上の方は 23 人（女性 19 人、男性 4人）おら
れます。ますますお元気で。
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虹色サマースクール

花水月の再生をめざす
市民懇談会を開催

　
竹
田
温
泉
「
花
水
月
」
市
民
懇

談
会
を
９
月
17
日
、
同
温
泉
２
階

の
和
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
懇
談
会
は
、
竹
田
市
ト
ッ

プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
一
環
と
し
て

行
っ
た
も
の
で
、
温
泉
利
用
者
や

地
元
商
店
街
の
皆
さ
ん
を
中
心
に

約
50
人
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
多

数
の
ご
意
見
ご
要
望
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

 
・
宿
泊
機
能
を
持
た
せ
る
。

 

・
高
齢
者
へ
の
割
引
サ
ー
ビ
ス

 

・
温
泉
送
迎
バ
ス
の
運
行

 

・
営
業
時
間
の
拡
大

 

・
料
金
を
下
げ
る
。

な
ど
の
ほ
か
に
、
ま
ず
市
民
が
積

極
的
に
入
浴
し
よ
う
と
い
う
意
識

改
革
の
部
分
や
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
や
サ
ー
ク
ル
の
練
習
の
場
と
し

て
提
供
し
、
施
設
利
用
者
に
公
開

す
る
等
の
ユ
ニ
ー
ク
な
提
案
も
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
施
設
に
健
康
増
進
や
行

政
の
窓
口
機
能
を
持
た
せ
、
地
域

振
興
の
拠
点
と
し
て
ま
ち
の
賑
わ

い
を
取
り
戻
す
取
り
組
み
も
可
能

で
す
。

　
竹
田
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
声
を
参
考
に
「
花
水
月
」
の
再

生
計
画
を
作
成
し
、
国
の
経
済
緊

急
対
策
交
付
金
を
活
用
し
な
が

ら
、
今
年
度
事
業
と
し
て
、
施
設

の
改
修
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

↑「花水月を何とかしなければ !」（竹田温泉「花水月」2 階）

↑民謡「久住高原の唄」に合わせて踊りを披露（久謡会）

　「第 6回久住文化協会発表会」が 9
月 19 日、久住公民館で開催されまし
た。能面や書道などの展示や囲碁大
会のほか、太鼓や舞踊、社交ダンス
などの舞台発表が行われました。

↑夜空に浮かぶ岡城の天
　守閣

見立て細工の遼くん ! →

　西の宮神社の八朔祭りが 9月 5日、
6日にかけて行われ、日用品などで作
られた見立て細工が街角に並びまし
た。
　また、9月 7日、善神王祭が岡神社
周辺で行われ、小松明で幻の岡城が再
現されました。

生誕の日に合唱で交流

　
瀧
廉
太
郎
生
誕
の
日
の
８
月
24

日
、
愛
知
県
常
滑
市
か
ら
訪
れ
た
合

唱
グ
ル
ー
プ
「
サ
ザ
ン
コ
ー
ラ
ス
」

「
コ
ー
ラ
ス
わ
ん
す
て
っ
ぷ
」（
指
揮

者
・
皿
井
由
紀
子
）
の
メ
ン
バ
ー

が
瀧
廉
太
郎
記
念
館
を
訪
問
し
ま
し

た
。
地
元
の
瀧
廉
太
郎
の
歌
を
う
た

う
会
と
「
荒
城
の
月
」
な
ど
を
楽
し

く
合
唱
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
障
が
い
の
あ
る
こ
ど
も
た
ち
が
夏

休
み
を
楽
し
く
過
ご
し
、ま
た
家
族
の

介
護
を
軽
減
す
る
た
め
、「
虹
色
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

み
な
さ
ん
と
プ
ー
ル
や
工
作
な
ど
、

遊
び
を
通
し
て
、
お
互
い
の
理
解
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

神楽衣装と太鼓を新調

　
荻
町
柏
原
の
橘
木
神
社
で
受
け
継

が
れ
て
い
る
深
山
流
神
楽
。
長
年
に

よ
る
使
用
で
神
楽
衣
装
や
太
鼓
の
い

た
み
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

に
よ
る
助
成
を
受
け
新
し
く
舞
の
衣

装
と
太
鼓
が
新
調
さ
れ
、９
月
19
日

の
秋
の
大
祭
で
氏
子
の
皆
さ
ん
に
お

披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

～希望ある多数の意見が寄せられました～

TOPミーティング2
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●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。〔企画情報課　☎ 63-4801　E-mail：kikaku＠city.taketa.lg.jp〕

第
62
回
大
分
県
民
体
育
大
会

　
　
　

竹
田
市
は
総
合
16
位

　

９
月
12
日
、
13
日
を
主
な
日
程
に

「
第
62
回
大
分
県
民
体
育
大
会
」
が

県
内
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な

結
果
は
次
の
と
お
り
。

銃
剣
道
（
短
剣
の
部
）

　
　
　
　

優
勝　

佐
藤　

芳
和
さ
ん

ゴ
ル
フ
（
50
歳
以
下
個
人
）

　
　
　
　

優
勝　

松
本　

光
生
さ
ん

選
手
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

↑総合 2 位の山岳競技のみなさん
　山岳（女子縦走・女子踏査）優勝

↑「まずは全国で 1 勝」
　と佐藤さん

↑「よい成績が残せるよう頑張ります。目標
　は優勝です」（和田さん）
　「出場する種目で 1 位になるように頑張りま
　す」（藤本さん）

↑三重総合高校久住校のみなさん

↑「音楽の町竹田を盛り上げるため、これからも細々と長く
　続けていきたい」（竹田混声合唱団代表の波多野愛子さん）

30回目のハーモニー♪
　竹田混声合唱団が 9月5日、「第 30回
記念定期演奏会」を竹田市文化会館で開催
しました。
　第 1部ではおなじみの民謡や懐かしい
歌・ポピュラーソングをテーマに合唱し、
第 2部では竹田マンドリンアンサンブル
が賛助出演。そして、第 3部では日田市
民合唱団の賛助出演で合唱組曲「筑後川」
を合唱し、その思いのこもった歌声は会
場内に響き渡りました。

　

９
月
18
日
に
「
平
成
21
年
度
少
年

の
主
張
大
分
県
大
会
」
が
宇
佐
文
化

会
館
ウ
サ
ノ
ピ
ア
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
中
学
生
が
日
常
生
活

で
考
え
て
い
る
こ
と
を
広
く
社
会
に

 

来
ち
ょ
く
れ
竹
田
研
究
会

　

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会

の
「
来
ち
ょ
く
れ
竹
田
研
究
会
８
月

勉
強
会
」
が
８
月
31
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
保
健
所
職
員
を
講
師
に
招

き
、
農
家
民
泊
開
業
予
定
者
を
対
象

に
し
た
講
習
会
や
、市
長
に
よ
る「
竹

田
市
農
村
回
帰
宣
言
に
お
け
る
農
家

民
泊
の
役
割
に
つ
い
て
」、
健
康
増

進
課
職
員
に
よ
る
「
農
家
民
泊
に
お

け
る
食
育
の
観
点
か
ら
の
料
理
提

供
」
の
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

 

輝
け
！
竹
田
の
星

　

第
64
回
国
民
体
育
大
会
「
ト
キ
め

き
新
潟
国
体
」（
９
月
26
日
〜
10
月

６
日
）
に
出
場
し
ま
す
。
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技（
成
年
女
子
）】

甲
斐　

由
紀
子
さ
ん

　
（
竹
田
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ
）

 

全
国
公
民
館
連
合
会

　
　
　
　

優
良
職
員
表
彰

　

九
州
地
区
公
民
館
研
究
大
会
（
大

分
大
会
）
が
８
月
28
日
、
別
府
市
ビ

ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
、
直
入
公

民
館
の
橋
本
一
彦
さ
ん
が
長
年
に
わ

た
り
、
公
民
館
の
振
興
発
展
に
貢
献

し
た
優
良
職
員
と
し
て
、
全
国
表
彰

（
社
団
法
人
全
国
公
民
館
連
合
会
）

を
受
け
ま
し
た
。

輝け！
　竹田の星

・10 月 7 日、8日に茨城県で行われる「第 60 回日本学校
農業クラブ全国大会」に三重総合高校久住校の生徒 6人が
出場します。
　【農業鑑定畜産の部】船越聖美さん（3年・農業科） 
　【家畜競技肉牛の部】野尻淳くん（3年・農業科）、麻野沙矢佳さん（2年・農業科）
　【平板測量競技の部】首藤雄希くん（2年・農業科）、工藤美穂さん（2年・農業科）、
　　　　　　　　　　　小林謙三くん（2年・農業科）
・10 月 10 日～ 12 日に新潟県で行われる「第 9回全国障
害者スポーツ大会」に陸上個人競技のジャベリックスロー
とソフトボール投に藤本敦子（久住町）さん、立幅跳と
50m走に和田稔さん（久住町）が出場します。
・10月 30日に山口県岩国市で開催される「平成 21年度全
日本卓球選手権大会」のマスターズの部（女子フォーティ
40歳以上）に、佐藤典子さん（拝田原）が出場します。

訴
え
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
応
募
総
数
１
、１
２
１

編
の
中
か
ら
書
類
審
査
で
選
ば
れ
た

10
名
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
鹿
児
島
県
南
九
州

市
の
知
覧
特
攻
平
和
会
館
に
家
族
旅

行
で
訪
れ
た
時
の
こ
と
を
綴
っ
た

「
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
特
攻
基
地
・
知
覧

〜
」
を
発
表
し
た
廣
瀬
岳
く
ん
（
竹

田
中
学
校
３
年
）
が
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
廣
瀬
く
ん
は
「
今
ま

で
の
自
分
の
生
き
方
、
自
分
の
存
在

を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
た
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
内
田
彩
茄
さ
ん
（
都
野
中

学
校
３
年
）
の
「
あ
り
が
と
う
」
が

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

↑最優秀賞の廣瀬岳くん（竹田中学校 3 年）

少
年
の
主
張
大
分
県
大
会　 

廣
瀬
岳
く
ん
が
最
優
秀
賞
に
！



広報たけた 平成21年10月号 20

 

ドイツ交流 20周年を迎えて

　竹田市とバートクロツィンゲン市との国際交流
は、行政間の交流を始め、互いに 300 名もの行き
来を行っている人的交流、ワインに代表される経
済交流、日本庭園や日本式建造物の建築等の技術
交流、姉妹校交流の教育交流、湯治文化や温泉活
用を中心とする文化交流等、多岐に渡る交流の成
果は互いの信頼を深め、絆を強くしていきました。
　今回、交流 20 年を迎えた節目に『友好姉妹都
市バートクロツィンゲン市交流 20 周年記念祭』
が行われることとなり、第 1回実行委員会が開催
されました。
　実行委員により、
　・「これまでの交流の歴史の背景を踏まえ、交
　流に関わってきた関係者に敬意を払う記念祭に
　すること。」
　・「1市 3 町合併後、初めて市内で開催される
　公的国際イベントであることから、ドイツ交流
　を竹田市全域に広げたことを積極的に市民にア
　ピールすること。」
　・「経済、文化、教育等多岐な分野に渡る交流
　を持続させ、さらに発展させることにより相互
　の活性化に寄与させる記念祭とすること。」
　・「先駆的かつ理想的な国際交流事業の結実と
　した姿を竹田市内外はもとより、世界にアピー

　ルすることにより、国際社会に貢献し、竹田市
　の文化の継承、人材育成、地域振興、経済発展
　に基づく国際的都市形成を目指すこと」
といった記念祭の開催方針が決定されました。
　これからの新たな国際交流の出発点として、交
流 20周年祭をとらえ、瀧廉太郎の縁の地ライプ
ツィヒ市等、ドイツ国内の都市を中心に、広くヨ
ーロッパとの交流を展開する記念祭を目指します。

◇交流 20周年記念祭日程
【前夜祭】　開催日　11月 18日㈬　18:00 ～
　　　　　会　場　ホテル岩城屋
【式　典】　開催日　11月 19日㈭　10:00 ～
　　　　　会　場　直入公民館
主催者 / 友好姉妹都市バートクロツィンゲン市　
　　　　交流 20周年記念祭実行委員会

竹
田
医
師
会
病
院
か
ら

災
害
体
制

　
去
る
８
月
10
日
、
竹
田
に
ゲ
リ
ラ
豪

雨
が
降
り
ま
し
た
。
18
時
30
分
頃
、〝
片

ヶ
瀬
の
国
道
で
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、

数
台
の
車
が
川
に
流
さ
れ
土
砂
に
埋
ま

っ
て
い
る
〞
と
い
う
情
報
が
消
防
署
か

ら
病
院
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
テ
レ
ビ

の
ニ
ュ
ー
ス
速
報
で
も
同
様
の
情
報
が

流
れ
ま
し
た
。

　
当
時
、
家
に
帰
り
着
い
た
ば
か
り
の

私
は
そ
の
日
の
当
直
医
か
ら
連
絡
を
受

け
ま
し
た
。
す
ぐ
に
病
院
に
戻
り
、
情

報
を
収
集
し
、「
災
害
体
制
」
を
宣
言

し
ま
し
た
。
こ
の
「
災
害
体
制
」
と
は
、

天
変
地
異
や
大
規
模
な
事
故
が
起
き
た

場
合
、
多
数
の
患
者
さ
ん
が
運
び
込
ま

れ
る
こ
と
を
予
想
し
、
受
け
入
れ
体
制

を
強
化
す
る
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
、

非
番
の
職
員
を
で
き
る
だ
け
集
め
、
他

の
病
院
（
大
分
市
や
別
府
市
）
か
ら
の

応
援
を
要
請
し
ま
し
た
。
職
員
41
名
を

臨
時
で
出
勤
さ
せ
、
大
分
市
や
別
府
市

の
Ｄ
―
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
医
師
、
看
護
師
ら
５

名
前
後
で
作
ら
れ
る
、
災
害
の
時
な
ど

に
現
地
に
出
て
行
く
チ
ー
ム
）
も
来
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
点
で
、
超
重
傷

者
２
、３
名
、
軽
症
者
30
名
ほ
ど
の
受
け

入
れ
可
能
な
体
制
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
19
時
過
ぎ
に
、
泥
だ
ら
け
に
な
っ
た

患
者
さ
ん
達
が
運
び
込
ま
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
軽
症
で
、
入
院
の
必
要
も
な

く
安
堵
感
が
流
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
ど

の
く
ら
い
の
患
者
さ
ん
が
運
ば
れ
て
く

る
の
か
分
か
ら
ず
緊
張
は
続
き
ま
し

た
。
１
時
間
く
ら
い
待
っ
て
も
電
話
回

線
が
繋
が
り
に
く
く
、
消
防
と
も
連
絡

が
と
れ
な
い
た
め
、
当
院
の
医
師
お
よ

び
看
護
師
を
現
地
に
向
か
わ
せ
、
情
報

伝
達
お
よ
び
救
命
処
置
を
行
う
こ
と
を

決
断
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
20
時
30
分
、
川
に
流
さ
れ
た

患
者
さ
ん
を
一
人
収
容
し
て
、
計
５
名

の
患
者
さ
ん
が
来
ら
れ
ま
し
た
が
、
皆

さ
ん
無
事
に
回
復
さ
れ
ま
し
た
。
土
砂

崩
れ
で
車
が
埋
ま
っ
た
り
、
川
に
流
さ

れ
た
り
し
ま
し
た
が
、
犠
牲
者
が
出
な

か
っ
た
こ
と
は
本
当
に
奇
跡
だ
と
思
い

ま
す
。
23
時
に
捜
索
も
終
了
す
る
と
の

こ
と
で
、
病
院
の
「
災
害
体
制
」
も
解

除
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
反
省
点
は
、
①
「
情
報
収
集

が
難
し
か
っ
た
。」
②
「
現
地
に
向
か

わ
せ
た
当
院
の
職
員
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

も
安
全
靴
も
雨
具
も
な
か
っ
た
。」
③

「
臨
時
で
集
め
た
職
員
の
超
過
勤
務
手

当
な
ど
で
50
万
円
ほ
ど
が
病
院
の
負
担

に
な
っ
た
。」
な
ど
で
す
。

　
災
害
現
場
派
遣
経
費
等
を
除
き
、
市

や
県
か
ら
は
何
の
補
助
も
無
く
、
災
害

拠
点
病
院
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
て

い
く
こ
と
は
、
大
変
で
あ
る
こ
と
を
是

非
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
竹
田
医
師
会
病
院
院
長

　
大
多
和

　
聡

竹田医師会病院市民公開講座
日　時　平成 21 年 10 月 31 日㈯　
　　　　14時～ 16時
場　所　竹田市文化会館大会議室 
演　題　「農業の出来る人工膝関節
　　　　（仮題）」
講　師　聖隷三方原病院（静岡県）
　　　　院長補佐　小堀　眞先生
入場料　無　料
※ TBS 放送「世界のスーパードクタ
　ー 8」で紹介された名医です。
●お問い合せ　竹田医師会病院
　　　　　　　☎ 63-3241

竹田市とドイツ連邦共和国バートクロツィンゲン市は、今年交流 20周年を迎えました。
ただいま、市では「記念祭」の準備を進めております。ご期待ください。



21　2009年10月発行

竹田市健康増進課　☎63-4810
荻支所市民生活課　☎68-2214
久住支所市民生活課　☎76-1419
直入支所市民生活課　☎75-2211

保健だより
●
肥
満
と
や
せ
の
状
況

・
男
性
で
は
、
全
て
の
年
齢
で
、
肥

満
者
の
割
合
が
20
年
前
、
10
年
前
と

比
べ
て
増
加
傾
向
。
女
性
で
は
、
30

〜
60
歳
代
は
肥
満
者
の
割
合
が
減

少
。
20
〜
40
歳
代
は
低
体
重（
や
せ
）

が
増
加
傾
向
。

☀
摂
取
量
と
消
費
量
の
バ
ラ
ン
ス
を

　

と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
朝
食
欠
食
状
況

・
朝
、
き
ち
ん
と
し
た
朝
食
を
と
ら

な
い
（
お
菓
子
・
錠
剤
・
栄
養
ド
リ

ン
ク
で
済
ま
せ
て
い
る
人
を
含
む
）

割
合
は
、
男
女
と
も
年
々
高
く
な
る

傾
向
で
、男
性
は
30
歳
代
で
約
３
割
、

女
性
は
20
歳
代
で
約
２
・
５
割
と
な

っ
て
い
る
。

☀
朝
食
は
一
日
の
元
気
の
源
。
で
き

　

る
だ
け
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
て
摂
取

　

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
脂
肪
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
の
状
況

・
25
％
以
上
摂
取
し
て
い
る
割
合
は

年
々
増
加
。（
バ
ラ
ン
ス
比
率
目
標

は
炭
水
化
物
60
％
、
タ
ン
パ
ク
質
15

％
、
脂
肪
25
％
）

☀
加
工
食
品
や
外
食
・
中
食
に
は
意

　

外
と
脂
肪
分
が
多
い
の
で
気
を
つ

　

け
ま
し
ょ
う
。

●
野
菜
摂
取
状
況

野
菜
摂
取
量
の
平
均
値
は
２
９
０
ｇ

☀
「
健
康
日
本
21
」
の
目
標
値
で
あ

　

る
３
５
０
ｇ
の
摂
取
の
為
に
、
毎

　

日
も
う
一
皿
、
野
菜
料
理
を
追
加

　

し
ま
し
ょ
う
。

 

食
欲
の
秋
・
ス
ポ
ー
ツ
の
秋

 

こ
の
季
節
に
今
一
度
食
生
活
と
運
動  

　

習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

★
健
康
づ
く
り
推
進
大
会
開
催
！

　

平
成
21
年
10
月
25
日
㈰
12
時
半
受

付
、
13
時
〜
。
久
住
公
民
館
に
て
。

テ
ー
マ
『
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ

と
』
食
育
講
演
会
・
実
践
発
表
等
。

　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
主
催『
弁

当
の
日
』
お
か
ず
大
集
合
も
同
日
開

平
成
19
年
国
民
健
康
・ 

栄
養 

調
査
の
概
要
に
つ
い
て
（
抜
粋
）

　　〈材　　料〉 （4 人分）
牛もも肉　　　　　  　180g
ゴボウ　　　　　　　  150g
しめじ　　　　    　　　40g
しょうが　　　　    　　10g
くり（生）　　　　  　　8個
油　　　　　　　　小さじ 1
濃い口醤油　大さじ1と 1/2
三温糖　　　　　　大さじ 1
料理酒　　　　　　大さじ 1

牛肉とゴボウのしぐれ煮
〈作り方〉
①生姜を千切り、ごぼうはそぎ切り
　にする。
②鍋に油をいれ、生姜、牛肉、ごぼ
　うを炒める。
③肉の色が変わったら、弱火にし、料
　理酒、砂糖、しょうゆを入れる。栗、
　しめじを入れ、落としぶたをして 
　ごぼうが 柔らかくなるまで煮る。

今月の食材 「ゴボウ」
* ゴボウは、乾燥すると硬くなり、うまみや香りもな
くなってしまうので、土つきは新聞紙にくるみ冷暗所
で保管し、洗いゴボウや新ゴボウはラップにくるみ冷
蔵庫に入れ2、3日で使い切りましょう。
　ゴボウは歯ごたえと香りがよく、きんぴら、炊き込
みご飯、豚汁など色々な料理の脇役として使われます。
郷土料理のだんご汁にもかかせない野菜です。また、
体の中でお腹の調子をよくする食物繊維もたくさん含
んでいます。今回は体を温めてくれる牛肉に秋の味覚
「栗」を入れて、ごぼうを煮ています。これからが旬の
ごぼうを色々な料理にどんどん使ってください。

催
（
11
時
〜
）。
ご
飯
を
詰
め
た
お

弁
当
箱
を
ご
持
参
の
上
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

詳
細
は
回
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

実
施
期
間　

平
成
21
年
10
月
１
日

〜
平
成
22
年
１
月
31
日
ま
で

接
種
料
金　

１
、０
０
０
円

　

詳
細
は
回
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　予防　結核は、現在でも重大な感染症。　　　「過去の病気」ではありません。
　何より怖いのは、自分が結核と気付
かず、重症化したり、周りの人々にう
つしてしまうことです。
★こんな症状のときはすぐ病院へ！
　・長引く咳（2週間以上）
　・長引く倦怠感（体がだるくて活力
　　が出ない）
　・痰が出る（血が混ざる）
　・長引く微熱…
●お問い合せ　大分県豊肥保健所
　　　　　　　☎ 0974-22-0162 竹田市学校給食研究協議会
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SCHOOL  TOPICS

　

旧
竹
田
市
の
第
４
代
か
ら
７

代
ま
で
、
４
期
14
年
間
市
長
を

務
め
た
佐
久
間
盛
夫
さ
ん
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
市
長
と
し

て
勤
務
し
た
の
は
昭
和
41
年
か

ら
55
年
ま
で
で
す
。

　

佐
久
間
さ
ん
は
、
大
正
11
年

に
竹
田
の
浦
町
で
生
ま
れ
ま
し

た
。
小
学
校
時
代
の
一
時
期
を

家
族
と
福
岡
市
で
過
ご
し
、
竹

田
中
学
校
（
現
在
の
竹
田
高
校
）

か
ら
拓
殖
大
学
に
進
学
し
て
在

学
中
に
学
徒
出
陣
し
て
い
ま

す
。
当
時
日
本
領
だ
っ
た
台
湾

に
、
海
軍
の
通
信
兵
と
し
て
派

兵
さ
れ
た
の
で
す
。
台
湾
で
終

戦
を
迎
え
、
戦
後
の
日
本
に
復

員
し
て
い
ま
す
。（
伸
子
夫
人

の
話
）

　

佐
久
間
さ
ん
が
最
初
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
は
、
青
年
団
活
動

赤字団体再建に苦労した 佐久間元市長
で
し
た
。
県
議
、
蔵
相
を
務
め

ら
れ
た
一
万
田
尚
登
氏
の
秘
書

を
経
て
25
歳
で
旧
竹
田
町
議
と

な
り
、
昭
和
41
年
５
月
、
市
長

に
就
任
し
ま
し
た
。
そ
の
歩
み

を
振
り
返
っ
て
、
主
要
部
分
を

紹
介
し
ま
す
。

　
昭
41
大
分
国
体
開
催

　
昭
42
企
業
誘
致
１
号
成
功

　
昭
43
竹
田
医
師
会
病
院
開
院

　　
〃
清
掃
セ
ン
タ
ー
完
成

　
昭
46
国
道
バ
イ
パ
ス
完
成

　
昭
49
大
名
行
列
始
ま
る

　
昭
50
赤
字
再
建
団
体
に
！

　　
〃
夏
の
成
人
式
始
ま
る

　
昭
51
文
化
会
館
オ
ー
プ
ン

　
昭
53
伝
統
的
文
化
都
市
に

　
昭
54
夜ナ

イ
タ
ー間
ソ
フ
ト
始
ま
る

　

佐
久
間
さ
ん
が
市
長
と
し
て

最
も
苦
労
さ
れ
た
の
は
、
４
年

に
及
ん
だ
赤
字
再
建
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
業
績
を
残
し
、

市
民
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
、
病

気
の
た
め
58
歳
の
若
さ
で
世
を

去
っ
た
の
で
し
た
。

　

剣
道
は
６
段
の
腕
前
で
し

た
。　
　
　
　
　
（
衛
藤
頼
光
）

ぼ
く
た
ち
・
わ
た
し
た
ち
の
学
び
舎

竹
田
南
部
中
学
校

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

  

能
力
の
育
成
を
め
ざ
し
て

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」「
こ

ん
に
ち
は
。」「
さ
よ
う
な
ら
。」

　

こ
ん
な
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ

が
竹
田
南
部
中
学
校
の
校
舎
内
外
に

響
き
渡
っ
て
い
ま
す
。
と
同
時
に
、

主
語
・
述
語
を
は
っ
き
り
と
言
う
し

ゃ
べ
り
方
を
全
員
が
言
う
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
人
と
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
第
一
歩

と
考
え
て
実
践
し
て
い
ま
す
。
で
き

な
け
れ
ば
、
当
然
、
や
り
直
し
を
し

ま
す
。 

　

ま
た
、
竹
田
南
部
中
学
校
区
の
公

民
館
や
郵
便
局
、
駐
在
所
な
ど
の
公

共
施
設
を
は
じ
め
、
校
区
の
約
40
か

所
に
、
年
２
回
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

や
パ
ン
ジ
ー
を
植
え
た
プ
ラ
ン
タ
ー

を
配
る
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
前
身
の

南
生
中
学
校
で
２
０
０
２
年
度
か
ら

始
め
ら
れ
た
活
動
で
、
同
じ
く
25
年

く
ら
い
前
か
ら
始
め
ら
れ
た
祖
峰
中

学
校
の
コ
ス
モ
ス
ロ
ー
ド
の
活
動
に

も
つ
な
が
る
、
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

こ
の
活
動
に
お
い
て
は
、
生
徒
が

土
作
り
を
し
、
種
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ

ポ
ッ
ト
に
蒔
く
こ
と
か
ら
は
じ
め
苗

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
の
移
植
作

業
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
方
や
保
護

者
の
協
力
を
得
て
、
学
校
公
開
の
日

に
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域

へ
プ
ラ
ン
タ
ー
を
配
る
作
業
に
つ
い

て
は
、
保
護
者
の
協
力
を
得
て
、
期

末
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
時
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
二
つ
の
活
動
を
は

じ
め
、
幾
多
の
活
動
を
通
し
て
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
能
力
が
今
後
の
活

動
に
活
か
さ
れ
、
立
派
な
社
会
人
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

（
工
藤　

賢
明
）

佐久間氏胸像（竹田市文化会館前）

身近な自然環境を学ぼう!
　竹田市南部小学校 4年生 41名と
岩瀬地区地域住民のみなさんを対
象に 8月 31日、九州農政局資源課
主催の環境学習会が行われました。
　参加した児童たちは、小川でド
ンコ、カマツカ、ゲンゴロウなど
の捕獲を体験。「いろいろな魚を見
れて、みんなで捕れて楽しかった」、
「捕れた魚を友達と学校で育てたい
と思った」と話していました。

↑川にはどんな魚がいるのかな ?
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図書館から

10月の
お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

❽

竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

「司書おすすめの1冊」

今月の新刊のご案内
〔一般の本〕
・ アマルフィ　　　　　　　　　　　  　真保　裕一
・ 中学んとき　　　　　　　　　　　   久保寺　健彦
・ 楠の実が熟すまで　　　　　　　　  　諸田　玲子
・ しがみつかない生き方　　　　　　  　香山　リカ
・ 犬はどこだ　　　　　　　　　　　　   米澤　穂信
〔こどもの本〕
・ ユウキ　　　　　　　　　　　　　　　  伊藤　遊
・ タラ・ダンカン6（上・下）　ソフィー・オドゥワン=マミコニアン
・ 復活 !! 虹北学園文芸部　　　　   はやみね　かおる
・ どじ魔女ミルの大てがら　　　　   ジル・マーフィ
・ ライト兄弟　　　　　　　　　　　 　 鈴木　真二

ほか 70冊ほど購入しました。  

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

竹田市立図書館の休館
日は、5日㈪・12日㈪・
19日㈪・23日㈮・26日
㈪です。

「おはなし広場」
日時　10月 14日㈬
　　　10：30～
場所　荻みらい館　 

「半島へ、ふたたび」　　  新潮社 
蓮池　薫

　万感胸に迫る手記で
す。24年の歳月が甦る中、  
初めてのソウル、初めて
明かす北朝鮮。そして拉
致への思い…。蓮池薫さ
んの人生の一端に触れる
ことの出来る一冊です。

「こがねぐも」 　　　  福音館書店 
甲斐信枝

　実際にこがねぐもを飼
い、ユニークな生態をつ
ぶさに観察した著者が描
いた絵本です。同じよう
に、自然への扉をたたい
てみたくなる甲斐信枝さ

んの本が、4冊はいりました。

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

「おはなしルーム」
日時　10月 14日㈬
　　　13：20～ 14：00
場所　竹田幼稚園
　　　『えほんのへや』

　　　　　　　　　　（前月比）
人　口　25,879 人　 （－ 12人）
　男性　12,066 人　 （－   6 人）
　女性　13,813 人　 （－   6 人）
世帯数　10,646 世帯（－ 4 世帯）

住民基本台帳登録人数
（平成 21年 8月 31日現在）

 

人
口
の

　
　

う
ご
き 
広報たけた　10　　も　く　じ

「おはなしのへや」
日時　毎週火曜日
　　　10：30～ 11：00
場所　竹田市立図書館
　　　『おはなしのへや』

 「ブックスタート」
日時　10月 21日㈬
　　　13：30～
場所　竹田市総合
　　　社会福祉センター

“音楽のまち竹田 ”活性化シンポジウム
音楽のまち竹田　新たなる幕開け / 第 63 回瀧廉太
郎記念全日本高等学校声楽コンクール……………2
TOP懇談会…………………………………………6
第1回川端康成記念講演会……………………………8
ケーブルネットワーク特集……………………………9
食育ツーリズム雇用創出大作戦 !……………………10
県立芸短大ふれあいキャンプほか /シリーズ産業おこし…11
市長コラム③『有由有縁』…………………………12
【別冊 たけたん情報】 10月のこよみ、たけたん情報
TAKETAN FACE 今月のひと/竹田市の人事行政の運営等の状況について公表
します /まちの話題 /ドイツ交流 20 周年を迎えて /竹田医師会病院から /保
健だより /食育レシピ /ぼくたちわたしたちの学び舎 /まるごと博物館ほか



アッパレ！

100歳

　平成 21年11月に１
歳の誕生日を迎えるお
子さんの写真を募集し
ます！
　詳しくは企画情報課
広報担当までお問い合
せください。

No.55 　平
成
21 年

10
月
1 日
発
行
　
■
発
行
/竹
田
市
役
所
  URL http://www.city.taketa.oita.jp  E-m

ail taketa@
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■
編
集
/企
画
情
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課
農
村
回
帰
推
進
係
　
〒
878-8555 　

大
分
県
竹
田
市
大
字
会
々
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☎
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■
印
刷
/㈲
朝
日
印
刷

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
た

（248）

　

山
地
の
林り

ん
え
ん縁
や
林
内
の
土
の

湿
っ
た
場
所
に
生
育
す
る
高
さ

１
㍍
ほ
ど
の
多
年
草
で
す
。
茎く

き

は
硬か

た

く
斜
め
に
傾
く
の
が
普
通

で
す
。
根
は
猛も

う
ど
く毒

の
ア
ル
カ
イ

ド
を
含
む
有
毒
植
物
で
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

互ご

生せ
い

の
葉
は
て
の
ひ
ら
状
で

深
く
３
裂れ

つ

し
、
三
つ
の
裂れ

つ
へ
ん片
に

は
先
が
丸
い
粗あ

ら

い
鋸き

ょ

歯し

が
不
規

則
に
あ
り
ま
す
。
葉
は
長
さ
も

幅
も
10
㌢
ほ
ど
で
す
。

　

晩
秋
の
頃
、
ユ
ニ
ー
ク
な
形

を
し
た
径
２・
５
㌢
ほ
ど
の
長
い

青せ
い
し
し
ょ
く

紫
色
の
花
を
葉よ

う
え
き腋
に
咲
か
せ

ま
す
。
花
に
見
え
る
の
は
５
個

の
が
く
片へ

ん

で
後
方
の
１
個
が
袋

ふ
く
ろ

の
形
を
し
て
い
て
、
こ
れ
を
取
る

と
中
に
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
み
た

い
な
形
の
２
個
の
花か

弁べ
ん

が
出
て

き
ま
す
。
花か

柄へ
い

に
は
曲
が
っ
た

毛
が
密み

っ
せ
い生
す
る
の
が
特

と
く
ち
ょ
う徴で
す
。

　

丹た
ん

那な

と
は
済さ

い
し
ゅ
う
と
う

州
島
の
古
名
で

花
の
形
が
雅が

楽が
く

を
奏か

な

で
る
楽が

く

師し

が
頭
に
つ
け
る
冠

か
ん
む
りに
似
て
い
る
の

で
丹た

ん
な
と
り
か
ぶ
と

那
鳥
兜
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
主
に
く
じ
ゅ
う
・
祖

母
山
系
の
林
内
で
観
察
さ
れ
ま

す
が
、
里
山
で
も
た
ま
に
は
見

か
け
ま
す
。
大
陸
系
遺
存
植
物

で
大
分
県
の
絶ぜ

つ
め
つ滅
危き

ぐ惧
種し

ゅ

で
す
。

　

花
期
は
９
月
か
ら
10
月
で
す
。

阿孫　久見

タンナトリカブト（キンポウゲ科）

「暮
くれ

の秋
あき

」
ひらひらと舞う黄金色はやがて地を覆い、
　さらさらとにぎやかに笑う。
　　　　　　　撮影・デザイン /竹　蔵　TAKEGURA

龍護山　碧雲禅寺
　慶長 17（1612）年春、この地には本来、初代藩主中
川秀
ひでしげ

成が茶屋を建てる予定で着工されていました。不幸
にして秀成が同年 8月 14 日に茶屋の完成を見ずに他界
しましたので、二代目藩主久盛が同年父の心を思いやり、
この地に菩提所（岡藩主中川侯菩提寺）を建立しました。
2012 年、開基 400 年記念を迎えます。

第55回

　

９
月
２
日
に
堀
チ
ス
コ
さ
ん
（
竹
田
・

悠
々
居
）
が
め
で
た
く
満
１
０
０
歳
を
迎

え
ま
し
た
。

　

堀
さ
ん
は
長
年
農
業
に
励
み
、
子
ど
も

６
人
を
育
て
ま
し
た
。
元
気
な
頃
は
大
き

な
張
り
の
あ
る
声
で
う
た
を
歌
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
。

堀
ほり

　チスコさん 平成20年10月生まれ
誕生日　親

（地区・自治会）
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情報

10
本　　庁　☎ 0974-63-1111
荻 支 所　☎ 0974-68-2211
久住支所　☎ 0974-76-1111
直入支所　☎ 0974-75-2211

第38回久住高原祭り・第８回久住高原牛肉祭り
　とっておきの豊後牛と盛りだくさんのステージイベ
ントに、秋風を添えて。
　日　時　10 月 4日㈰　10:00 ～
　場　所　南登山口特設会場
　●お問い合せ　くじゅう高原祭り実行委員会（久住
　高原観光協会）　☎ 76-1610
　（URL）http://www.kuju-kankou.com/

満月の宴　ＭＡＮＧＥＴＳＵ－ＮＯ－ＵＴＡＧＥ
　日　時　10月４日㈰　16:30 ～ 20:30
　場　所　岡城跡西の丸
　入場料　無　料
　　　　　　（17:00 以前の入場には入場料 300 円が必要です）
　出　演　スウィング・キャラバン、ヴェント・アズー
　　　　　ル、工藤十三夜、山内桂、イシス・アツミ、
　　　　　園田智子＆不知火スターライツほか
　●お問い合せ　岡城ぽのぽの「満月の宴」実行委員会
　　☎ 090-1190-9721（ponolive@yahoo.co.jp)

平成 21年度日本民謡協会大分県連合大会
　日　時　10月 11日㈰　9:30 開演
　場　所　竹田市文化会館大ホール
　入場料　無　料
　●お問い合せ　財団法人日本民謡協会大分県連合委
　　員会（佐藤）　☎ 63-3170

第 26回竹田薪能
　日　時　10月 17日㈯　17:00 ～ 19:30
　場　所　三日月岩前水上舞台（竹田市挾田）
　※雨天等の都合により、会場を竹田市総合社会福祉センター
　　に変更することもあります。
　演　目　能　　「殺生石」塩津哲生
　　　　　狂言　「寝音曲」山本則俊
　　　　　舞囃子「高砂」　 塩津圭介
　　　　　仕舞 「松風」　 狩野秀鵬
　入場料　指定席 6,000 円／自由席 5,000 円（前売り
　　　　　4,000 円、高校生まで当日のみ 2,000 円）
　●お問い合せ　竹田市観光ツーリズム協会
　☎ 63-0585

田能村竹田 175 年祭
〔遺墨展〕竹田先生とその師友・門下の作品
　日　時　11月１日㈰～ 3日㈫　9:00 ～
　場　所　旧竹田荘画聖堂　※無料

〔茶　会〕
　日　時　11月 2日㈪～３日㈫　9:00 ～ 15:00
　場　所　旧竹田荘母屋
　茶　券　1,000 円（三席とも入席可・入荘料含む）

〔献茶式〕
　日　時　11月３日㈫　9:00 ～
　場　所　旧竹田荘画聖堂
　●お問い合せ　田能村竹田顕彰会　☎ 62-2529

小心ズ  LIVE   in  花水月
　歌とタップと踊りと STOMP、賑やかな無言劇！！
あの小心ズが、アメリカの天才パフォーマー、アンド
リュー・コナーを連れて国内ツアーを決行！今回、特
別に竹田で豪華２本立てライブ開催します！
　日　時　11月６日㈮　18:30 開演（予定）
　場　所　竹田温泉花水月２階大広間
　入場料　入浴券を購入していただければ、観覧可。
　　　　　当日入浴券を使用しなくても結構です。
　●お問い合せ　竹田温泉花水月　☎ 64-1126

第４回トマト天国 in おぎ・第 30 回荻ふるさと祭り
　日　時　11月３日（火・祝）　9:00 ～ 16:00
　場　所　荻福祉健康エリア　グラウンド・屋内多目
　　　　　的運動場　他
　内　容　大なべトマト料理の実演・試食コーナー、
　　　　　高原野菜の試食コーナー、トマトカレー、
　　　　　トマトケーキ等の格安販売ほか
　●お問い合せ　トマト天国 in おぎ・荻ふるさと祭り
　実行委員会 ( 竹田市荻支所地域振興室☎ 68-2211・
　九州アルプス商工会荻支所☎ 68-2209）

　歴史資料館　　　　　　　　　　　☎ 63-1923
〔開館時間〕8:30 ～ 17:00
〔休 館 日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場
　　　　　　合は開館）
○「大正・昭和の南画家たち」
　　　　　10 月 8日㈮～ 10月 25日㈰
 臨時休館のお知らせ
　企画展の展示替えのため 10 月 27 日㈫～ 10 月 31
日㈯の間、本館は休館いたします。あらかじめご了承
ください。なお、別館市民ギャラリー水琴館と駐車場
はご利用できます。

　市民ギャラリー水琴館　　　　　　　☎ 63-2200
〔開館時間〕9:30 ～ 17:00
〔休 館 日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場 
　　　　　　合は開館）
○『押し花教室　いちりん草作品展』
　 　　　　 ９月 30日㈬～ 10月 12日㈪
　　　　　　（押し花教室　いちりん草　☎ 62-2572）
○ 『書道諒友会展』
                 10 月 15 日㈭～ 10月 25日㈰　午前
                 　 （衛藤真生　☎ 0977-21-9866）
○『第 24回竹田市美術展』
              　10 月 27 日㈫～ 11月８日㈰
　　　　　　（阿南英行　☎ 62-2619）
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　週間・月間
10 月1日から「法の日週間」です。
 　◇ごぞんじですか！検察審査会
　交通事故等の犯罪の被害にあったが、検察官がその事
件を起訴してくれない。
　このような不満をお持ちの方は、大分検察審査会事務
局（☎ 097-532-7161）へ。

10月は土地月間、10月１日は「土地の日」です。
　◇期限内の届出をお願いします！
　一定面積以上の土地取引を行う場合には、契約締結後
２週間以内に届出が必要です。
　【届出者】土地の取得者（買主）
　【届出の必要な土地】
　　市街化区域内は 2,000 ㎡以上
　　市街化区域を除く都市計画区域内は 5,000 ㎡以上
　　その他の区域：10,000 ㎡以上
　【届出の必要な取引】※予約を含む
　　売買、交換、営業譲渡、譲渡担保、共有持分の譲渡、
　地上権・賃借権の設定・譲渡、予約完結権の譲渡、信
　託受益権の譲渡、地位譲渡など
　【届出書類】届出書、契約書の写し、位置図、周辺状況図、
　形状図（字図等）
●お問い合せ・提出先
　竹田市企画情報課地域振興係　☎ 63-4801

　催　し
国際映画上映会「さらば、ベルリン」 （‘06・アメリカ）
　1945 年、ベルリン。ポツダム会談の取材のため、ベル
リンにやって来たアメリカ人ジャーナリスト、ジェイク。
彼は、かつてベルリン駐在時代に不倫の関係にあった女
性レーナと思いがけない再会。彼女はジェイクの運転手
をしている米軍兵士タリーの恋人となっていた。そんな
矢先、そのタリーが謎の死を遂げ、ジェイクは真相究明
に乗り出すが…。
　日　時　10 月 21 日㈬　19:30 ～
　場　所　直入支所　大会議室
　入　場　無　料
●お問い合せ　国際交流員　グリュツマハー・ゼンケ
　☎ 63-4801（竹田市企画情報課）

城跡に舞うアートとの出会い  第１回岡城阯凧揚げ大会
　『凧』は空とひとを繋ぐ芸術です。竹田のこどもたち
だけでなく、かつて子どもだった大人たちもこの機会に
大空のアートを楽しみませんか。
　日　時　10月24日㈯・25日㈰　13:00～16:00
　場　所　そうぞうの丘・岡城阯西の丸
　参加料　1,000 円（材料費込み）
　内　容　・ワークショップ「アートカイトをつくろう」
　　　　　・凧揚げ大会
●お問い合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館内）　
　☎ 62-4100　HP：http://okanosato.exblog.jp/

　福　祉
第５回歳末助け合いチャリティーショー出演者募集 !
　開催日時　平成 21年 12月５日㈯
　　　　　　昼の部：11:00 開演　夜の部：16:00 開演
　開催場所　竹田市文化会館大ホール
　申込期限　平成 21年 10月 30 日㈮
　出演時間　舞踊５分以内、寸劇15分以内、神楽・太鼓は10
　　　　　　　分以内、その他は５分以内（カラオケは不可）

　出演資格　市内に住所を有する人、または市内に勤務
　　　　　　する人で構成する団体・グループまたは個
　　　　　　人とし、危険を伴う内容、公序良俗に反す
　　　　　　るものでないこと。団体出演は１団体１演
　　　　　　目。舞踊は１会派１演目とし、指導免許を
　　　　　　有する人が必ず出演すること
※出演者の諸経費、出演料、交通費、出演に必要な諸経費及び物品
　などは、すべて出演者側で負担をお願いします。
※申込みが多い場合は、出演調整をします。

●お問い合せ・申込み
　竹田市社会福祉協議会　☎ 63-1544
　社会福祉協議会各支所　☎ 68-3050（荻）
　　　　　　　　　　　　☎ 64-3823（久住）

　申　請　　　　  竹田市役所市民課　☎ 63-4804
11 月よりパスポートの申請・交付事務を
竹田市役所で行います。
　これまで、豊肥振興局（総合庁舎）において取り扱い
をしていました旅券（パスポート）の発給事務について、
11月より竹田市役所で行うようになります。
（大分県から竹田市へ権限委譲）
　市では、本庁市民課の窓口で申請及び交付の事務を行
います。（各支所については、取り扱いを致しません）
　また、10月 31 日以前に県の窓口（豊肥振興局）で申請
したパスポートの交付（受取）は、県の窓口となります。
　なお、11月から豊肥振興局の旅券申請の窓口は、廃止さ
れますが、大分県パスポートセンターはこれまでどおり利
用できます。
○旅券申請・交付窓口　　竹田市役所市民課
○受付時間（旅券申請・交付）
　月曜日～金曜日　8:30 ～ 17:00
　※土・日・祝日及び年末年始 (12 月 29 日から 1月 3日）は除く。
○取扱事務
　・旅券の新規及び切替の受付と交付
　・記載事項の訂正
　・返納旅券の受理
　・査証欄の増補
　・紛失届
○申請のできる方
　①竹田市に住民登録のある方（代理でも申請ができま
　　すが事前にお問い合せください）。
　②県外に住民登録のある方で。竹田市にお住まいの方 。
　※住民登録地の住民票及び現在お住まいの住所が確認ができるも
　　の（郵便物等・事前にお問い合せください）を持参してください。
【注意】必要書類については各申請で異なります。詳しくは下記に
　　　　お問い合せください。

●お問い合せ　大分県パスポートセンター
　☎ 097-536-1786

　年　金
国民年金保険料の控除証明書を送ります
年末調整や確定申告の際に必要です！
　平成 21 年１月 1日から９月 30 日までの間に国民年
金保険料を納めた方を対象に 11月上旬頃（予定）
社会業務センターより「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が郵送されます。
　年末調整や確定申告の際に、国民年金保険料の納付を
証明するものです。大切に保管ください。
●お問い合せ　大分県社会保険事務所
　☎ 097-552-1211
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　講　座・教　室
秋季哲学講座
　平成３年以来、およそ 20 年に亘って開設してきまし
た、歴史文化の町竹田にぴったりの知的文化講座である
「秋季哲学講座」は、今回を持ちまして一応の区切りとし、
終止符を打つこととなりました。長年に亘り、無償で講
師を引き受けてくださいました茅野先生に感謝を込めて、
秋の夜長は最後の「哲学講座」へぜひお出かけください。
　日　程　10月 15日・22日・29日（毎週木曜日）
　　　　　19:00 ～ 20:30
　講　師　茅野良男先生
　場　所　竹田創生館本館
　受講参加費　1,000 円（３日間・資料代含む）
●お問い合せ　竹田創生館（竹田市殿町武家屋敷通り）　
　　　　　　　☎ 62-4100

「日本の地質百選」選定記念講座
　竹田市の『阿蘇火砕流堆積物』が、県内では２か所目
となる「日本の地質百選」に選定されたことを記念して、
記念講座を開催します。地質百選は、地質や地層の状態
をよく観察できる地域を選定し、国土を形成する地質に
対して理解を広め、顕彰していこうというものです。
　日　時　10月 25日㈰　10:00 ～ 12:00
　場　所　そうぞうの丘センターハウス集合
　講　師　工藤幸久先生（大分地質学会）
　参加費　大人 500 円　高校生以下無料
●お問い合せ　竹田創生館（竹田市殿町武家屋敷通り）
　　　　　　　☎ 62-4100

子育てサポーター養成講座
　特定非営利活動法人「夢苞」は、子育てをしているご
家庭の支援するために、『竹田市子育てサポートセンター
ゆめいかだ』を開設しています。子育て支援に興味のあ
る方は、ぜひ子育てサポーターとして、活動してみませ
んか。受講料は無料です。
　対象者　子育ての経験を生かし、保育援助活動と全日
　　　　　程受講のできる方（男女問わず）
　定　員　20名（応募者多数の場合は選考となります）
　日　時　10月 24日㈯・25日㈰、31日㈯　の３日間
　　　　　9:00 ～ 16:00
　場　所　竹田市中央公民館音楽室
　　　　　竹田市総合社会福祉センター（31日のみ）
　締切り　10月 20日（必着）
●お問い合せ・お申込み
　竹田市福祉事務所子育て支援係☎ 63-1111（内線 155）

　竹田市子育てサポートセンター「ゆめいかだ」（南部幼
　稚園内）☎ 090-2084-7912

第２回
個別労働紛争自主解決セミナー in OITA
　日　時　10月 16日㈮　14:00 ～ 16:00
　場　所　大分市医師会館（大分市大字駄原）
　内　容　「個別労働紛争の具体例とその防止策について」
　　　　　大分紛争調整委員会委員　千野博之
　　　　　弁護士による講演
●お問い合せ・お申込み　大分労働局総務部企画室
    ☎ 097-536-3218

ドイツ料理教室　「レンズマメのスープ」
　ロレンズマメのスープは伝統的なドイツ料理で、ドイ
ツでとても人気なシチューです。レンズの他に、ポテト、
にんじん、ベーコン・ソーセージ等を一緒に煮込みます。
参加費は実費（材料費等）です。
※重要：参加者数制限、会場の都合、器具の準備や材料購入等のため、
　10月13日㈫午前中までお申し込み下さいますようお願いします。

　日　時　10月 14日㈬　10:30 ～
　場　所　竹田市総合社会福祉センター調理室
●お問い合せ　国際交流員　グリュツマハー・ゼンケ
    ☎ 0974-63-4801（市企画情報課）

心理カウンセリング公開講座および説明会
　自己を見つめ、相手の気持ちを受け止めるなどの人間
関係の持ち方を学べます。
　内　容　ふれあいと心のケア
　日　時　10月 24日㈯　14:00 ～ 16:30
　場　所　竹田市文化会館
　参加費　500 円
　講　師　日本カウンセリングセンター認定心理カウン
　　　　　セラー　生山留美
●お問い合せ　ＮＰＯ法人　心の支援センター
　☎ 0978-32-3712

ネットあんしん講習会  in  竹田市
　職場や家庭で安心してインターネットを活用するため
に、情報モラルや情報セキュリティ対策の基本について
わかりやすく解説します。
　日　時　10月 22日㈭　19:00 ～ 21:00
　場　所　竹田商工会議所 2階ホール
●お問い合せ　〒870-0037 大分市東春日町 51-6 大分第 2
　ソフィアプラザビル「ネットあんしんセンター」まで
　☎ 097-537-8180
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1 ㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

2 ㈮ ・第 9回竹田市荻愛育保健推進委員会ジャンボかぼちゃ大会　10:00 ～ 12:00（荻福祉健康エリア屋内運動場）

3 ㈯ ・荻保育所運動会　9:00 ～ 12:00（雨の場合、荻福祉健康エリア屋内多目的運動場）　・子宮がん・乳がん検診日
・たけた食育ツーリズムフォーラム　10:00 ～ 14:00 （竹田市総合社会福祉センター）

4 ㈰ ・第 42回菅生地区民体育祭　9:00 ～ 14:00（菅生小学校グラウンド）　・第 39回久住高原祭り・第 8回久住高原牛肉まつり　10:00 ～ 15:00 （南登山口特設会場）
・女性ドライバークラブチャリティーショー　13:30 ～ 17:00（竹田市文化会館大ホール）  ・満月の宴　MANGETSU-NO-UTAGE　16:30 ～ 20:30（岡城跡西の丸）

5 ㈪ ・荻の里温泉休館日 �・こころの健康相談　13:30 ～ 15:30（荻福祉健康エリア）

6 ㈫ ・第 16回農業委員会総会　9:00 ～ 12:00
・おはなしのへや　10:30 ～ 11:00（市立図書館おはなしのへや）

7 ㈬ ・ポリオ予防接種〔3か月～ 90か月未満〕14:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）

8 ㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

9 ㈮
10㈯ ・第 24回広島杯駅伝・Ｊ r. クロスカントリー大会　9:00 ～ 12:00（日本一のマラソン練習コース） 

・童謡と絵本の会　10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館〔このこのおうち〕）

11㈰ ・郷土の自然に親しみ植物を観察する会「秋の神角寺散策」　9:00 ～ 17:00（竹田市役所 8:00 集合）　・第 52回荻地域体育祭　9:00 ～ 17:00（荻小学校グラウンド）
・平成 21年度日本民謡協会大分県連合大会　9:30 ～ 16:00（竹田市文化会館大ホール）　・第 18回Ｂ＆Ｇ財団会長杯争奪直入少年剣道大会　9:00 ～ 17:00（竹田市直入Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館 ）

12㈪ ・第 7回久住地域さわやかスポーツ大会　9:00 ～ 13:00（久住総合運動公園）

13㈫ ・荻の里温泉休館日　・おはなしのへや　10:30 ～ 11:00（市立図書館おはなしのへや）
・大分県立三重総合高校久住校　見学日　9:00 ～ 10:30

14㈬ ・おはなしルーム　13:20 ～ 14:00（竹田幼稚園）　・ポリオ予防接種〔3か月～ 90か月未満〕14:00 ～ 15:00（高齢者いきいき交流センター）
・おはなし広場　10:30 ～ 14:00（荻みらい館）

15㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日　・行政相談　10:00 ～ 12:00（荻支所）　・荻大腸内視鏡説明会
・荻地域行政相談日　10:00 ～ 12:00（荻支所１階小会議室 ）　・秋季哲学講座①　19:00 ～ 20:30（竹田創生館）

竹田市のこよみ10月2009年

※行政相談に関するお問い合せは行政相談員まで（小河晴義　☎ 62 ‒ 3662、太田正一　☎ 68 ‒ 2480、渡辺善照　☎ 77 ‒ 2067、斉藤義昭　☎ 75 ‒ 2692）

郷土の偉人“廣瀬武夫”を顕彰します
　本年 1月 24 日、NHK スペシャル大河ドラマ『坂
の上の雲』（司馬遼太郎 . 原作）の放映を見越して「廣
瀬武夫顕彰会」の取り組みがスタートしました。ド

ラマでは、廣瀬武夫は第 5 回目の
12月 27日に放映予定です。
　小説「広瀬武夫」（写真）を執筆
された櫻田啓（さくらだけい）氏に
よる出版記念講演会が 9月 20 日、
竹田市総合社会福祉センターで行わ
れました。

秋の環境緑化用樹木を無料配布します！（先着順）
　日時：10月 8日㈭　9:00 ～　場所：荻公民館、久住公民館　
　配布樹木：モミジ、コブシ、サザンカ、サツキ、八重桜（各会場 60本程度）
　【お問い合せ先】荻支所農業振興室（☎ 68-2215）、久住支所産業建設課（☎ 76-1116）
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16㈮ ・第 63回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール開会式　18:30 ～（竹田市文化会館大ホール）

17㈯ ・第 63回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール 予選　13:00 ～ 19:00（竹田市文化会館大ホール）
・第 26回竹田薪能　17:00 ～ 19:30 頃（三日月岩前水上特設舞台：挟田）　・大久保病院第 13回地域公開講座 13:00 ～ 14:30

18㈰ ・家庭の日　・安心マタニティ（妊婦とその家族）9:00 受付
・第 63回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール 本選　11:00 ～ 15:00（竹田市文化会館大ホール）

19㈪ ・荻の里温泉休館日

20㈫ ・おはなしのへや　10:30 ～ 11:00（市立図書館おはなしのへや）

21㈬ ・年金相談　10:00 ～ 15:00 （竹田市高齢者いきいき交流センター）　・大分県行政書士会無料相談会　13:00 ～ 16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）　・3・6・12か月児健診〈受付〉13:00 ～ 13:20（竹田市総合社会福祉センター）
・ブックスタート　13:30 ～（竹田市総合社会福祉センター）　・こころの健康相談　13:30 ～ 15:30（直入保健福祉センター）　・人権学習学級 15:00 ～ 17:00（本庁 3階会議室）　・国際映画上映会「さらば、ベルリン」19:30 ～ 21:30（直入支所大会議室）

22㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日　・こころの健康相談　13:30 ～ 15:30（久住保健センター）
・秋季哲学講座②　19:00 ～ 20:30  （竹田創生館）　・ネットあんしん講習会 in 竹田　19:00 ～ 21:00（竹田商工会議所 2階ホール）

23㈮ ・「Re・Beワークセミナー（再就職準備セミナー）」「大分県母子家庭等就業自立支援センター巡回相談会」 　10:00 ～ 16:00  （竹田市総合社会福祉センター）
・アルコール関連問題教室　14:00 ～ 15:30（豊肥保健所〔豊後大野市〕）　・大腸内視鏡検査（久住・直入）

24㈯ ・平成 21年度スポーツリーダー養成講習会兼スポーツ少年団認定員養成講習会　 8:00 ～ 17:00（荻公民館）
・童謡と絵本の会　10:00 ～ 11:30 （佐藤義美記念館「このこのおうち」） 

25㈰ ・「日本の地質百選」選定記念講座　10:00 ～ 12:00（そうぞうの丘センターハウス）　・第１回岡城阯凧揚げ大会　13:00 ～ 16:00（そうぞうの丘）　・「弁当の日」おかず大集合　11:00 ～ 12:30（久住公民館中ホール）
・久住わいわい元気市　8:30 ～ 11:00（久住支所前駐車場）　・平成 21年度竹田健康づくり推進大会　13:00 ～ 15:30（久住公民館くじゅうサンホール）

26㈪ ・荻の里温泉休館日　・大腸内視鏡検査（荻）

27㈫ ・おはなしのへや　10:30 ～ 11:00（市立図書館おはなしのへや）　・大腸内視鏡検査（竹田）　・第１回川端康成記念講演会　14:30 ～（竹田高校体育館）
・こころの健康相談　13:30 ～ 15:30（竹田市総合社会福祉センター）　・健康づくり推進大会　13:00 ～（久住公民館）

28㈬ ・精神保健相談　14:00 ～ 16:00（大分県竹田総合庁舎）
・1歳 6か月児健診〈受付〉13:00 ～ 13:20（竹田市総合社会福祉センター）

29㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日　・大腸内視鏡検査（竹田）
・秋季哲学講座③　19:00 ～ 20:30（竹田創生館）

30㈮ ・大腸内視鏡検査（竹田）

31㈯ ・竹田医師会病院市民公開講座（講師：聖隷三方原病院院長補佐　小堀眞先生）　14:00 ～ 16:00（竹田市文化会館大会議室）　・子宮がん・乳がん検診日
・第 42回久住地域駅伝競走大会 14:00 ～ 17:00   ・芸短大相互協力協定書締結記念公開講座　13:00 ～（竹田市総合社会福祉センター）

月　間
その他

・第 2回たけた食のかたち旅のかたち展（エリアラボたけたほか）（10/1 ～ 11/30）　・中九州ジャンボかぼちゃ大会（阿蘇市波野・神楽苑）（10/3 ～ 10/4）　・第 61回画聖田能村竹田先生をしのぶ美術祭（竹田市体育センターほか）（11/1 ～ 11/4）　
・田能村竹田 175 年祭（旧竹田荘画聖堂）（11/1 ～ 11/3）　・第 61回瀧廉太郎を偲ぶ音楽祭（竹田市文化会館）（11/1）　・第 4回トマト天国 in おぎ・第 30回荻ふるさと祭り（荻福祉健康エリアグラウンド他）（11/3）　・直入愛育まつり（直入総合運動公園中央グラウンド）（11/6）

※ 1：お問い合せ　竹田市歩こう会（山本会長：☎ 62 ‒ 2501）　※ 2：お問い合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62 ‒ 4100
※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080 ‒ 5274 ‒ 3359）

騎牟礼城址公園祭
　日時：2009 年 10 月 25 日㈰ 10:00 ～ 14:00
　場所：騎牟礼城址公園　
　主催：騎牟礼城址公園祭保存会

奏リコーダーアンサンブル   第５回定期演奏会
　日時：2009 年 11 月 8日㈰　14:00 開演
　場所：久住公民館くじゅうサンホール　
　主催：奏リコーダーアンサンブル
 　【お問い合せ先】　奏リコーダーアンサンブル事務局
　　　              　　（加藤）：☎ 090-2078-6979

陽目の里「名水茶屋」休業日
　7日㈬・14日㈬
21日㈬・28日㈬
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　案　内
大分県立三重総合高校久住校　学校開放
「じいちゃん・ばあちゃんの久住校見学日」
　目　的　開かれた学校づくりの取り組みとして授業や
　　　　　農場を家庭や地域の方々（特に祖父母のみな
　　　　　さん）に開放して、生徒の学習の様子や農場
　　　　　を見学していただき、学校の活性化と地域か
　　　　　らの理解を深めてもらう。
　対　象　生徒の保護者や家族、地域の方々（特に高齢
　　　　　者の方歓迎）
　日　時　10 月 13 日㈫　9:00 ～ 10:30
◎見学希望者は当日、久住校（玄関）までおいでください。
●お問い合せ　大分県立三重総合高校久住校
　（担当：相良）☎ 0974-77-2200

　総　合
秋の行政相談巡回相談
 　10 月 19 日㈪から 25日㈰は行政相談週間です。
行政相談委員は、役所の仕事についての身近な相談窓口
です。相談は無料で秘密は厳守されますので、お気軽に
ご利用下さい。
　日　時　10月 21日㈬　10:00 ～ 15:00
　場　所　竹田市総合社会福祉センター
●お問い合せ　竹田市総務課総務係　☎ 63-4800

悩まず　どんとこい労働相談
　日　時　10月 16日㈮～ 10月 22日㈭
　受付時間　平日９時～ 20時（来所は 18:30 まで受付）
　　　　　　　土日９時～ 17時（来所は 17:00 まで受付）
　相談方法
　　①電話相談　☎ 097-536-3650
　　②来所相談　労働委員会相談室（県庁舎本館７階）
　　③ FAX相談　FAX097-506-1788
●お問い合せ　大分県労働委員会事務局
　☎ 097-506-5241

ひきこもり等自立の問題を支援します
　青少年自立支援センター（ひきこもり地域支援センター）
では、ひきこもり等の社会的自立の問題でお悩みの方を
対象とした支援センターです。お気軽にご相談ください。
●お問い合せ　大分市東春日町１番１号　ＮＳ大分ビル2Ｆ
　☎・FAX　097-534-4650

悩んでいるより、相談しましょう！
　職場におけるトラブルの解決に大分労働局が無料でお
手伝いいたします。解雇・雇止め・配置転換・賃下げ・
損害賠償・いじめなど職場でのトラブルでお困りの労働
者、事業主の皆様は下記の相談窓口にお気軽にご相談く
ださい。
●お問い合せ　豊後大野市労働基準監督署内
　☎ 0974-22-0153

女性 ( あなた ) の再就職・再チャレンジを
応援します。
　「Re・Be ワークセミナー（再就職準備セミナー）」と「大
分県母子家庭等就業自立支援センター巡回相談会豊肥ブ
ロック」を開催します。

　日　時　平成 21年 10月 23 日㈮
　　　　　・10:00 ～ 12:00
                     「Re・Beワークセミナー（再就職準備セミナー）」
　　　　　・13:00 ～ 16:00
　　　　　　「母子家庭等就業自立支援センター巡回相談会」
　場　所　竹田市総合社会福祉センター
　申　込　参加無料。託児サービスあり。
　　　　　セミナーの受講、就職相談（母子寡婦に限る）、
　　　　　託児サービスの利用を希望される方は、竹田
　　　　　市福祉事務所子育て支援係（☎ 63-1111　内
　　　　　線 154）までお申し込みください。
●お問い合せ　大分県少子対策課　☎ 097-506-2704

　消　防　　消防本部庶務課消防団係　☎ 63-0119
「ジェットシューター」をご活用ください。
　竹田市では、平成 21年度ふるさと消防団活性化助成事
業による宝くじの助成金を活用して、“一般貸し出し用背
負い式消火水のう（ジェットシューター）”36基を購入し、
竹田市役所各支所及び竹田市消防署にそれぞれ９基配備
しました。これから枯れ草等を焼却する機会が多くなる

時期を迎えます。野焼きや火入
れを安全におこなうため“ジェ
ットシューター”が必要な際は、
各支所地域振興室または竹田市
消防本部までご連絡ください。

　募　集
交流施設「久住さやか」の指定管理者を
公募します。
　竹田市では、地方自治法及び竹田市国民宿舎久住高原
荘条例の規定に基づき、交流施設「久住さやか」において、
管理・運営業務を行う指定管理者の候補者を公募します。
１．施設の概要
　　名　称：交流施設「久住さやか」
　　所在地：竹田市久住町大字久住字大崩 3987-1
　　指定期間：平成22年4月1日～平成25年3月31日
２．募集要綱
　　募集期限：平成 21年 10月 30 日㈮　午後５時まで
　　要綱詳細：業務内容や応募資格等の詳細については、
　　　　　　　竹田市商工観光課又は、竹田市久住支所
　　　　　　　商工観光振興室へお問い合わせください。
３．現地説明会
　　日　時：平成 21年 10月 20 日　午前 10時から
　　会　場：交流施設「久住さやか」
　　申込み：平成 21年 10月 14 日　午後５時まで
●お問い合せ　竹田市商工観光課（☎ 63-4807）
　竹田市久住支所商工観光振興室（☎ 76-1117）

大分ふるさとＣＭ大賞 vol．7
応募作品募集
　ふるさとの魅力、自慢を再発見し
ようと製作されている大分朝日放送
（OAB）の『大分ふるさと CM大賞』は、
今年で７回目を迎えます。
　竹田市は、これまで市を中心として
CMを制作し、第１回では大賞、第３回
では特別賞、一昨年は優秀賞（第２位）
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を受賞しています。
　今回は、市民の方にも CMを制作していただければと
考えています。締切りの都合や条件等がありますので、
興味のある方は、お早めにお問い合せください。
●お問い合せ　市企画情報課　☎ 63-4801

　地域商品券
地域商品券の販売延期をさせていただきます。
　10月１日発売予定の「10％プレミアム ( 割増 ) 付き地
域商品券」は、諸般の事情により発売を 10月中旬以降に
延期させていただきます。なお発売日につきましては決
定次第、改めてご案内させていただきます。ご了承くだ
さい。
●お問い合せ　竹田商工会議所 　  ☎ 63-3161
　九州アルプス商工会（久住本所）☎ 76-0151
　荻支所☎ 68-2209、（直入支所）☎ 75-2020

　地デジ説明会
　地上デジタル放送を楽しむための総務省による説明会
を、11月２日㈪から 11月 24 日㈫まで市内 15会場で開
催します。是非ご参加ください。
　詳しい日時･会場･内容等は、全世帯にダイレクトメー
ルでお知らせしますので、必ず目を通していただきます
ようお願いします。
●お問い合せ　総務省・大分県テレビ受信者支援センター
　（デジサポ大分）☎ 097-548-6010

　竹田市地域新エネルギービジョン策定委員会
新しいエネルギーを生みだす取り組みを
始めます
　竹田市は、自然と共生するうえで、地域のエネルギー
資源の開発と確保を目指しています。
　ごみの資源化や生活排水処理による循環型社会の構築、
バイオマスエネルギーの研究や太陽・風力・地熱などの
自然エネルギーの活用促進を図るため、竹田市版「新エ
ネルギービジョン」を策定することとなりました。
　９月８日、竹田市地域新エネルギービジョン策定委員
会を設置し、第 1回目の委員会を開催しました。大分大
学の平田誠准教授を委員長に、11名の委員の皆さん方を
核として、新たな取り組みがスタートします。
　豊かな自然資源に恵まれた竹田市では、これまでも竹
楽における里山保全や岡城再開発による竹林活用、地熱

発電・風力調査など活発な活動がなされてきました。近
い将来、竹田市独自の竹田市らしい「新エネルギー」が
導入できるよう、本格的な調査・研究を進めてまいります。
●お問い合せ　市企画情報課地域振興係
　☎ 63-1111（内線 222・223）

　選　挙　　   竹田市選挙管理委員会　☎ 63-4814

　　　　　　（平成 21年６月５日に任命され、任期は４年です。）

　竹田市行財政改革推進委員会   竹田市総務課　☎ 63-4800

市民のみなさんの声を大切に
　９月２日、竹田市の行財政改革を推進する上で、市民
の皆さんから幅広く意見をお聞きするため「竹田市行財
政改革推進委員会」を設置し、第 1回目の委員会を開催
しました。
     行革推進委員のみなさんは以下のとおり。任期は平成 23年 3月  
     31 日まで（副委員長以降は五十音順。敬称略）

　農　業
「目指せ！！農作業事故ゼロ」
　秋の農繁期を迎える中、農業機械を使用する場合には
安全運転に努めるなど事故の未然防止を心がけてくださ
い。
　○転落・転倒、巻き込み防止のため、機械の操作中は
　　常に周囲の安全確認に心がけましょう。
　○急がず・焦らず、無理のない操作をしましょう。
　○体に無理をしないようにしましょう。
　○機械の整備点検を日頃から行いましょう。
　○点検整備をするときは、エンジンを停めましょう。

　竹田市選挙管理委員会
委員長 海老納眞則 竹田市大字会々 2348 番地 1

委員長職務代理者 木村　信義 竹田市久住町大字白丹 4480 番地

委　員 吉野　眞正 竹田市直入町大字長湯 8027 番地 3

委　員 穴見　一男 竹田市荻町馬場 161 番地 3

委  員  長 穴見　誠一 　元竹田市農協組合長

副委員長 大塚はつ子 　自営・レストラン経営

委　　員 池内　晴一 　PTA会長経験者

委　　員 甲斐　基史 　農業（民生児童委員）

委　　員 野上　善孝 　久住高原観光協会会長

委　　員 野仲　順子 　会社員

委　　員 堀　　義隆 　白水土地改良区理事長

委　　員 森田　和美 　農業
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　求　人　ハローワーク豊後大野竹田職業相談室　☎ 63-1101
◇正・准看護師 1 人 21.0 ～ 23.0 万（竹）◇保育士 1 人
12.6 万～（竹）◇自動車整備工員１人 18.0 ～ 22.0 万
（直）◇建築技術者１人 20.0 ～ 33.0 万（竹）◇接客・フ
ロント１人 12.4 ～ 13.2 万（竹）◇看護職員１人 17.1 ～
21.7 万（久）◇伐作業員 1 人 14.7 ～ 16.8 万（竹）◇
保育士１人 14.0 万～（竹）◇中型トラック運転手 1 人
18.0 ～ 22.0 万（荻）◇営業１人 14.0 万～（竹）◇酪農
作業１人 10.0 万～（久）◇医療事務員１人 13.5 ～ 15.0
万（竹）
〔パート求人（時給）〕
◇受付・清掃１人 630 ～ 788 円（竹）◇レストランサー
ビス２人 650 ～ 750 円（直）◇ホール係１人 1,000 円
～（竹）◇接客係１人 650 ～ 750 円（久）◇クリーン
クルー２人 750 円～（久）◇飲料接客及び調理補助４人
680 ～ 750 円（久）◇調理員１人 650 ～ 700 円（久）
◇介護職（資格不問）３人 650 ～ 800 円（竹）◇パソ製
造販売１人 730 ～ 830 円（竹）◇パソコンオペレーター
１人 750 円～（竹）◇製造スタッフ（箱詰め）１人 750
～ 800 円（竹）◇洗い場係１人 650 ～ 700 円（竹）

休日及び夜間の在宅当番医
大久保病院　☎ 64-7777

受付時間　平日夜間　18:00 ～ 21:00
　　　　　土 曜 日　13:00 ～ 21:00
　　　　　休　　日　  8:30 ～ 21:00
注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだ
　　　　　　けそこで診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院
　　　　　　へ電話連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
※竹田医師会病院でも電話で相談いただき、可能な場合
　は診療します。

小児科外来休日当番院

受付時間　8:30 ～ 11:30　　診療時間　9:00 ～ 12:00
※土曜日については、上記以外にも診療を行っていると
　ころがあります。
○公立おがた総合病院　http://ogatahp.ddo.jp/
○みやわき小児科　　http://www.miyawaki-kodomo.com/
○大分県立三重病院　http://www.oita-miebyo.jp/
○豊肥保健所　　　　http://www.pref.oita.jp/12086/

歯科休日当番医院

※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151    http:www.oita- 
　dental-a.or.jp/
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合があります。
あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお電話で確認され
るようお願いします。また、院外薬局が休みの場合は、あらかじめ用意さ

当番日 医療機関 電話番号
10 月　3日㈯ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
10 月　4日㈰ 大分県立三重病院 0974-22-7700
10 月 10日㈯ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
10 月 11日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
10 月 12日㈪ 大分県立三重病院 0974-22-7700
10 月 17日㈯ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
10 月 18日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
10 月 24日㈯ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
10 月 25日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
11 月 1日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
11 月 3日㈫ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
11 月 7日㈯ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
11 月 8日㈰ 大分県立三重病院 0974-22-7700

当番日 医療機関 電話番号
10 月　4日㈰ 歯科筑紫医院（下町〔久住〕） 0974-76-0024
10 月 11日㈰ 藤井歯科医院（上本町） 0974-63-3048
10 月 12日㈪ ふじさわ歯科医院（浦町） 0974-64-1118
10 月 18日㈰ まつもと歯科クリニック（東中） 0974-62-2400
10 月 25日㈰ 竹田市荻歯科診療所（桜町南） 0974-68-3263
11 月 1日㈰ 長湯ごとう歯科（芋の迫） 0974-75-3001
11 月 3日㈫ 長湯ごとう歯科（芋の迫） 0974-75-3001

竹田市国民健康保険からのお知らせ
平成 21 年 10 月からインフルエンザ予防接種
料の一部を助成します。
　竹田市国民健康保険に加入する 64歳までの方を対象
に、インフルエンザ予防接種を受けた方に対して、一人
1,000 円（年度内において１回限り）の助成を行います。
（65歳以上の方は、高齢者インフルエンザ予防接種の対
象となります）
※詳しくは、今月の班回覧のチラシをご覧ください。

平成21年10月1日以降に出産される方から、
出産育児一時金が変わります。
①支給額が４万円引き上げられ、42 万円になります。
（「産科医療補償制度」に加入していない病院などで出産
した場合は、39万円です。）
②直接支払制度が実施されます。市から病院などに直接
支払う仕　組みに変わりますが、出産費用が 42万円未
満の場合は、その差額分を、後日、市に請求をしていた
だくことになります。
　※出産後に市から受け取る従来の方法をご利用いただ
くことも可能です。

●お問い合せ
　市保険課国保・高齢者医療係　☎ 63-4809
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